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聖徳学園は、日本の教育機関では初めて品質管理
システムのISO9001および環境管理システムのISO
14001、両国際規格の認証を同時取得しました。
高品質でより良い教育を可能にするシステムを作り
上げ、また地球環境を守る管理システムを整え、それらが
国際機関の定めた規格で認証を得た今、聖徳学園は
次の高みに向けて新たな活動を開始します。

より豊かな未来に向け ISOをダブル取得

ISO9001
（教育の質マネジメントシステム）

ISO14001
（環境マネジメントシステム）

・1号館竣工式行われる
～さらなる教育環境の充実に向けて～
・聖徳祭日程

～聖徳祭のシーズン到来～
・モーツァルト in 聖徳 2006
―モーツァルト自筆譜を世界初公開！！―

・米国留学に挑戦中！！
英米文化学科3年葉梨香奈江さん

・学外研修Ⅱ 幼児教育専門学校

・聖徳吹奏楽公開講座＆インストルメント
セミナーを開催 附属中学校・高等学校

・大阪インターハイ大会結果！
聖徳中学校・高等学校

・附属小の音楽教育 附属小学校

・楽しかった夏期保育 附属幼稚園

ま
た
川
並
弘
純
副
理
事
長
先

生
は
「
工
事
は
、
我
々
だ
け
で
や

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
近
隣

住
民
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い

る
事
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。」

と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
第
一
期
工
事
竣
工
を
迎

え
た
一
号
館
の
二
期
工
事
は
平

成
二
十
一
年
三
月
完
成
予
定
で

す
。
完
成
の
時
と
あ
わ
せ
て
、
本

学
園
は
創
立
七
十
五
周
年
の
節

目
を
迎
え
ま
す
。
本
学
園
は
、

こ
の
一
号
館
を
足
が
か
り
に
さ

ら
な
る
教
育
環
境
の
充
実
を
目

指
し
ま
す
。

一
号
館
増
改
築
工
事（
第
一

期
工
事
）竣
工
式
が
九
月
十
五

日（
金
）に
行
わ
れ
ま
し
た
。
前

日
ま
で
雨
が
続
い
て
お
り
ま
し

た
が
、
式
典
当
日
は
穏
や
か
な

一
日
と
な
り
、
学
校
関
係
者
・

後
援
会
・
工
事
関
係
者
総
勢
百

三
十
名
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き

落
慶
法
要
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
辞
の
中
で
川
並
弘
昭
理
事

長
先
生
は
、
阪
神
大
震
災
が
き

っ
か
け
と
な
っ
て
、
昭
和
三
十

九
年
の
設
計
で
あ
っ
た
一
号
館

の
耐
震
性
を
高
め
る
今
回
の

増
改
築
工
事
に
踏
み
切
っ
た

話
を
さ
れ
、
ま
た
、
こ
の
増
改

築
に
よ
り
図
書
館
に
は
千
人

以
上
を
収
容
で
き
る
閲
覧
室

等
を
作
る
計
画
で
あ
る
こ
と

を
紹
介
し
ま
し
た
。
最
後
に

「
こ
の
新
校
舎
の
最
新
設
備
を

使
っ
て
学
生
に
す
ば
ら
し
い

教
育
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
そ
し
て
こ
の
少
子
化
時
代

を
乗
り
切
っ
て
も
ら
い
た
い
。」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
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▼
１０
月
８
日（
日
）

第
２４
回

聖
徳
祭

●
テ
ー
マ

『
愛
』〜
み
ん
な
で
手
を
と
り
あ
っ
て
〜

―
・
―
・
―

附
属
中
学
校
・
高
等
学
校

▼
１０
月
２１
日（
土
）

聖
徳
子
ど
も
ま
つ
り

―
・
―
・
―

附
属
浦
安
幼
稚
園

祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳聖聖聖聖聖聖聖聖聖聖聖聖聖聖聖聖聖聖聖

遊びに来てみませんか？
～聖徳祭のシーズン到来！～

ご来場お待ちしております。

日程（一般公開）（平成18年9月25日現在）

▼
１０
月
２９
日（
日
）

聖
徳
に
こ
に
こ
ま
つ
り

―
・
―
・
―

八
王
子
中
央
幼
稚
園

▼
１１
月
３
日（
金
・
祝
）

聖
徳
に
こ
に
こ
ま
つ
り

―
・
―
・
―

幼
児
教
育
専
門
学
校

▼
１１
月
１１
日（
土
）〜

１２
日（
日
）

第
４２
回

聖
徳
祭

●
テ
ー
マ

つ
な
げ
！
笑
顔
の
『
和
』

―
・
―
・
―

聖
徳
大
学
・

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部

詳細は各校へお問い合わせ下さい。

7月13日（木）、本学の子育て支援社会連携研究センターの施設である
「聖徳にこにこキッズ」がオープンしました。この施設は文部科学省の
研究委託を受け、地域社会の子育てへ次の3点から貢献していきます。

どうぞお気軽にお越しください。

・初めて利用される時は受付で登録していただきます。
・登録カードと名札をお渡しします。
・2回目からは、登録カードをお持ちください。
・利用料（保険・雑費等）としてお子様一人に付き毎回100円頂きます。
・出入りの際は、受付に声をかけてください。

お食事など ・授乳コーナーがあります。いつでもご利用ください。
・ミルク用のお湯は用意してあります。
・離乳食用に電子レンジ、冷蔵庫もご利用いただけます。
・12：00～13：00迄の間は食事コーナーとして一部を開放いたします。

※お部屋が満員の時は入室をお断りすることもあります。
※開館時間内であれば好きな時間にご利用いただけます。

ご利用方法

お願い ・お子様から目を離さないでください。
・トイレなどでお子様から離れる時は、スタッフ等に声をかけてください。
・紙おむつ・ペットボトル等は必ず持ち帰りください。

《開設日時》月曜日～金曜日（午前１０時００分～午後３時００分）
《お 休 み》土曜、日曜、祝・祭日、学校行事日等

※土曜日にイベント等がある時はお知らせします。
《対　　象》0歳～就学前の親子

聖徳 にこにこ にこにこ キッズ 

↑ 

柏 

北
千
住
↓ 

イトーヨーカドー 

松戸駅 
東口 

市民プール 

中央公園 

石段 

聖徳大学 

公
務
員
住
宅 

聖徳にこにこキッズ 
※駐車場・駐輪場はございません。

聖徳大学　子育て支援社会連携研究センター

「聖徳にこにこキッズ」
住所：〒271-0092 千葉県松戸市松戸1155
電話：047-365-1111（代表）内線3933

▼
１１
月
３
日（
祝
）

第
２４
回

聖
徳
祭

●
テ
ー
マ

『
華
』〜
一
人
一
人
のcolor

５
２
１
人
５
２
１
色
〜

―
・
―
・
―

聖
徳
中
学
校
・
聖
徳
高
等
学
校

秋
は
聖
徳
祭
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
今
年
も
、
各
校
・
各
園
で
い
ろ
い
ろ

な
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〜
さ
ら
な
る

教
育
環
境
の

充
実
に
向
け
て
〜

5階
（出入口）

茶室、作法室
（未完成）

4階 教室

3階 製菓実習室、調理実習室、
実験室、多目的実験室

2階 調理室、試食室、
実験室、多目的実験室

1階 給食試食室、調理実習室

地下１階 図書館事務室、グループ閲覧室、
印刷室、栄養実習室

地下２階 川並記念図書館

※現在完成している施設をご紹介します。

オープン!オープン!オープン!オープン!オープン!オープン!オープン!オープン!オープン!オープン!オープン!オープン!オープン!オープン!オープン!オープン!オープン!オープン!オープン!オープン!オープン!オープン!

①地域の親子に出合いの場を提供します。
②親子で楽しく遊ぶ為の広場としてご利用いただけます。
③専門家が選んだ豊富なおもちゃで遊べます。

挨拶を述べる川並副理事長先生①

③ ②

■写真① 3階 調理実習室／ほと
んどの調理室、実験室にＡＶ装置
を設置。学生は映像を見ながら実
験、実習が可能。

■写真② 1階 調理実習室／調
理室には環境に配慮されたＩＨクッ
キングヒーターを配備。安全性、
省エネなどの特徴があり、安全で
夏でも快適な授業が行えます。

■写真③ 地下1～2階 図書館／
これまで２フロアに分かれていた
図書館を１フロアに集約。フロア
自体も広くなり、本が探しやすく
なりました。

川並理事長先生の式辞

▼
１１
月
３
日（
金
・
祝
）

聖
徳
に
こ
に
こ
ま
つ
り

―
・
―
・
―

三
田
幼
稚
園

一
号
館
竣
工
式

行
わ
れ
る

行
わ
れ
る

一
号
館
竣
工
式

▼
１０
月
２２
日（
日
）

聖
徳
に
こ
に
こ
ま
つ
り

―
・
―
・
―

多
摩
中
央
幼
稚
園

▼
１０
月
２２
日（
日
）

第
２１
回

聖
徳
祭

●
テ
ー
マ

『
つ
み
あ
げ
よ
う

ひ
ろ
げ
よ
う

ぼ
く
た
ち
・
わ
た
く
し
た
ち
の

校
風
と
伝
統
を
』

―
・
―
・
―

附
属
小
学
校
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モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
生
誕
二
百

五
十
年
に
あ
た
る
本
年
、
本
学

は
「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
ｉ
ｎ
聖
徳

２
０
０
６
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
自
筆
譜
を
世
界
初
公
開

こ
の
催
し
の
柱
と
な
る
の

は
、
十
月
十
日（
火
）よ
り
ク
リ

ス
タ
ル
ホ
ー
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
開
か
れ
る
《
セ
レ
ナ
ー
ド
》

ニ
長
調（
Ｋ
一
八
五
）の
自
筆
譜

展
で
す
。
こ
の
セ
レ
ナ
ー
ド
は

昔
か
ら
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る

曲
で
す
が
、
本
学
が
所
蔵
す
る

第
一
、
七
楽
章
の
自
筆
譜
は
世

界
初
公
開
と
な
り
ま
す
。

■
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

十
月
二
十
一
日（
土
）に
は
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
研
究
の
第
一
人
者
で

あ
る
海
老
澤
敏
教
授（
新
国
立

劇
場
オ
ペ
ラ
研
修
所
副
所
長
、

日
本
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
研
究
所
所

長
）を
お
招
き
し
て
、
自
筆
譜
に

関
す
る
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
十
二
月
六
日（
水
）に
は

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

ま
す
。
テ
ー
マ
は
「
市
民
の
中

の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
」。
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
海
老
澤
教
授
、
パ

ネ
リ
ス
ト
に
世
界
の
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
研
究
の
第
一
人
者
の
ル
ド
ル

フ
・
ア
ン
ガ
ー
ミ
ュ
ラ
ー
博
士

（
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
国
際
モ
ー
ツ

ァ
ル
テ
ウ
ム
財
団
前
事
務
局

長
・
学
術
部
長
）と
オ
ッ
ト
ー
・

ビ
ー
バ
博
士（
ウ
ィ
ー
ン
楽
友

協
会
資
料
館
館
長
）を
お
迎
え

し
、
本
学
か
ら
原
佳
大
教
授（
ピ

ア
ニ
ス
ト
、
ウ
ィ
ー
ン
国
立
音

楽
大
学
夏
季
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス

客
員
教
授
）が
加
わ
り
ま
す
。
松

戸
の
地
で
開
か
れ
る
世
界
最
高

水
準
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
会
議
に

ご
参
加
い
た
だ
け
る
ま
た
と
な

い
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

■
演
奏
会
・
Ｓ
Ｏ
Ａ
特
設
講
座
も

続
々
開
催
！

演
奏
を
お
楽
し
み
い
た
だ
く

な
ら
、
聖
徳
オ
ペ
ラ
第
三
回
公

演
《
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
》（
十
月

二
十
四
日
、
川
並
香
順
記
念
講

堂
）や
演
奏
会
＆
リ
サ
イ
タ
ル

シ
リ
ー
ズ（
十
一
月
〜
十
二
月
、

二
号
館
奏
楽
堂
）に
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
聖
徳
大
学

オ
ー
プ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー（
Ｓ
Ｏ
Ａ
）

の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
講
座
も
お
薦

め
の
ひ
と
つ
。
十
月
か
ら
十
二

月
に
か
け
て
開
講
さ
れ
る
特
設

講
座
は
、
生
涯
学
習
課
に
て
現

在
受
付
中
で
す
。

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
ｉ
ｎ
聖
徳
２
０
０
６

主
催
／
聖
徳
大
学

後
援
／
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
使
館
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
大
使
館
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
観
光
局
、
ド
イ
ツ
観
光
局
、

松
戸
市
教
育
委
員
会
、
日
墺
文
化
協
会
、
日
本
音
楽
表
現
学
会
、
日
本
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
愛
好
会

協
力
／
日
本
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
研
究
所

今
年
で
第
三
十
回
を
迎
え

た
全
日
本
ピ
ア
ノ
指
導
者
協

会（
ピ
テ
ィ
ナ
）主
催
に
よ
る

ピ
ア
ノ
・
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
が

開
催
さ
れ
、
三
万
五
千
人
を
超

え
る
出
場
者
の
中
か
ら
全
国
各

地
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
ピ

ア
ニ
ス
ト
が
八
月
二
十
日（
日
）

か
ら
三
日
間
に
わ
た
る
全
国

決
勝
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

本
学
は
音
楽
文
化
学
科
で

音
楽
の
専
門
教
育
を
行
い
、
児

童
学
科
や
保
育
科
で
幼
児
教

育
者
養
成
の
一
環
と
し
て
学

生
の
ピ
ア
ノ
教
育
に
特
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
本
学
は
ピ

ア
ノ
・
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
に

協
賛
し
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
目
指

す
子
供
た
ち
の
励
み
に
な
る

よ
う
に
と
考
え
、
特
に
優
秀
な

演
奏
者
に
聖
徳
大
学
川
並
賞

を
授
与
し
て
い
ま
す
。

去
る
八
月
二
十
三
日（
水
）

に
開
催
さ
れ
た
全
国
決
勝
大

会
表
彰
式
に
お
い
て
聖
徳
大

学
川
並
賞
が
音
楽
文
化
学
科

長
高
橋
大
海
先
生
よ
り
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の

六
名
で
す
。

表彰式の模様

初
め
ま
し
て
。
私
は
、
奈
良
市
立

伏
見
中
学
校
に
通
う
一
年
生
の
水
本

明
莉
で
す
。
こ
の
度
は
、
聖
徳
大
学

川
並
賞
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
夏
、
ピ
テ
ィ
ナ
を
受
け
る
と

決
め
て
か
ら
、
一
生
懸
命
練
習
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

い
つ
も
行
き
先
を
照
ら
し
て
下
さ

る
先
生
に
導
い
て
い
た
だ
い
て
、
精

一
杯
頑
張
り
ま
し
た
。
そ
し
て
私
に

と
っ
て
は
、
難
し
い
曲
が
気
持
ち
よ

く
弾
け
る
よ
う
に
な
っ
た
だ
け
で
、

充
分
嬉
し
か
っ
た
の
に
、
こ
ん
な
す

ば
ら
し
い
賞
ま
で
い
た
だ
い
た
こ
と

は
、
本
当
に
幸
せ
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
大
好
き
な
ピ
ア
ノ
を

ず
っ
と
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

未
来
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
六
人
へ

聖
徳
大
学
川
並
賞
を
授
与

第
三
十
回

ピ
テ
ィ
ナ
・
ピ
ア
ノ
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

未
来
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
六
人
へ

聖
徳
大
学
川
並
賞
を
授
与

第
三
十
回

ピ
テ
ィ
ナ
・
ピ
ア
ノ
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

受
賞
者
よ
り
た
く
さ
ん
の

感
謝
の
手
紙
が
本
学
に
届
き

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
Ｅ
級
金

賞
で
聖
徳
大
学
川
並
賞
を
受

賞
さ
れ
た
、
水
本
　
明
莉
さ
ん

か
ら
の
手
紙
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｅ
級
（
高
等
学
校
一
年
生
以
下
の
部
）

金
賞

水
本
　
明
莉

銀
賞

中
川
　
真
耶
加

銅
賞

嘉
村
　
え
り
か

Ｆ
級
（
高
等
学
校
三
年
生
以
下
の
部
）

金
賞

久
保
山
　
菜
摘

銀
賞

内
匠
　
慧

銅
賞

丸
尾
　
祐
嗣

::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

―
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
自
筆
譜
を
世
界
初
公
開
！！
―

モーツァルト in 聖徳 2006 主なイベント

ここで、ご紹介したイベントはごく一部です。プログラムの詳細と最新情報は「モーツァルト in
聖徳 2006」のホームページでご確認ください。皆様のお越しを心よりお待ち申しあげております。

http://www.seitoku.ac.jp/daigaku/music/mozart06/index.html
お問い合わせ：音楽研究センター事務室　Tel.047-365-1111（内線3231）

■「モーツァルトの自筆譜（K.１８５）」展（詳細は、P.8をご覧下さい）

世界初公開のモーツァルトの自筆譜（K.185）

■講演会&国際シンポジウム
「聖徳大学所蔵のモーツァルト作曲《セレナード》K.185の

自筆譜をめぐって」日　時：10月21日（土） 15：00開演
場　所：聖徳大学川並香順記念講堂
参加費：一般1,500円　学生1,000円
講　師：海老澤 敏教授（写真右）
※聖徳フィルハーモニーオーケストラによるK.185（第1、7楽章）の生演奏があります。

「市民の中のモーツァルト ～セレナードが市民に与えた影響～」
日　時：12月6日（水） 15：00～17：30
場　所：聖徳大学 7号館 7301教室（予定）
参加費：一般1,500円　学生1,000円
コーディネーター：海老澤 敏教授
パネリスト：ルドルフ・アンガーミュラー博士（写真右上）

オットー・ビーバ博士（写真右下）
原 佳大教授（本学 音楽文化学科）

■聖徳オペラ公演第3回「フィガロの結婚」
日　時：10月24日（火）18：15 開演
場　所：聖徳大学川並香順記念講堂
料　金：2,000円（全席指定）

海老澤 敏教授

ルドルフ・アンガーミュラー博士

オットー・ビーバ博士

前
号
に
て
、
総
合
文
化
学
科

の
「
人
間
力
を
養
成
す
る
ユ
ニ

ッ
ト
別
キ
ャ
リ
ア
教
育
―
社
会

に
貢
献
で
き
る
自
立
し
た
女
性

の
育
成
―
」
が
関
東
圏
の
短
大

で
唯
一
平
成
十
八
年
度
現
代
Ｇ

Ｐ
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
お
伝

え
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
ユ

ニ
ッ
ト
別
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
内

容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

少
子
化
に
よ
る
労
働
力
人
口

の
減
少
に
直
面
し
た
現
代
の
日

本
社
会
で
は
、
社
会
に
貢
献
で

き
る
女
性
の
育
成
が
、
短
大
・
大

学
に
課
さ
れ
た
緊
要
な
テ
ー
マ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
取
組
で

は
、「
自
己
の
判
断
で
将
来
設
計

を
描
き
、
主
体
的
に
社
会
で
活

動
で
き
る
自
立
し
た
女
性
」
を

育
成
す
る
た
め
、「
ユ
ニ
ッ
ト
別

キ
ャ
リ
ア
教
育
」
と
し
て
一
貫

性
を
持
っ
た
正
課
の
授
業
を
構

想
し
ま
し
た
。

入
学
し
て
く
る
学
生
は
だ
れ

し
も
、
①
基
礎
学
力
お
よ
び
自

己
実
現
へ
の
意
欲

②
主
体
性

と
自
立
性

③
仕
事
や
社
会
へ

の
関
心

④
社
会
適
応
力
な
ど

に
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る

た
め
、
下
図
の
四
つ
の
ユ
ニ
ッ

ト
を
設
け
、
解
決
を
図
り
ま
す
。

本
取
組
は
四
月
か
ら
一
年

次
生
を
対
象
と
し
て
開
始
、
七

月
に
は
保
護
者
と
の
懇
談
会

も
開
か
れ
ま
し
た
。
キ
ャ
リ
ア

支
援
室
と
協
働
体
制
を
組
ん

で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
着
々
と
進

行
し
て
お
り
ま
す
。

関
東
圏
短
大
唯
一
の
Ｇ
Ｐ
採
択

ユ
ニ
ッ
ト
別
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
は
？

総
合
文
化
学
科

ユ
ニ
ッ
ト
別
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
は
？

◆保護者の参画を得て「働
く」意識を向上します。保護
者会の開催、営業責任者セ
ミナーやＷＥＢ壁新聞発表会
に保護者を招待します。

・基礎学力の向上
・一般常識の学習
・就職への視点を養成

キャリア
導入ユニット

〈 導入 〉（1年次）

・主体性、自立性育成
・コミュニケーション力の
養成

・業界、仕事内容の理解
・「働く意欲」の向上

・ビジネスの基礎知識の
学習
・ビジネスマナー研修

◆各自のドリームプランを
作成して発表します。自己
分析を踏まえて「なりたい
自分」になるための計画を
立てます。

◆営業責任者セミナーを開
催します。最先端の仕事を知
り、自己の適性を考えること
でミスマッチを防ぎます。

◆ケース・スタディで分野
別に企画提案を行います。
多様なビジネスの実践例に
ついて企画作りの訓練をし
ます。

◆地域や仕事、働く人々をグル
ープで取材して、ＷＥＢ壁新聞
BISOCIE（ビソシエ）を作ります。
BISOCIEの意味は･･ become independent
in society＝社会的自立

▲ ▲ 自己探究
ユニット

〈 発見〉（1年次）

▲ 仕事探究
ユニット

〈 練成 〉（2年次前期）

▲ 社会探究
ユニット

〈 完成 〉（2年次後期）

▲

入
学

卒業

自立

〈
ユ
ニ
ッ
ト
別
キ
ャ
リ
ア
教
育：

二
年
間
の
流
れ
〉

関
東
圏
短
大
唯
一
の
Ｇ
Ｐ
採
択

キ
ャ
リ
ア
導
入
ユ
ニ
ッ
ト（
導
入
）授業見学会における保護者会の様子

※17：40よりK.185（第1、7楽章）の生演奏があります。
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こ
れ
は
留
学
中
の
学
生
に
と
っ
て

大
き
な
達
成
目
標
に
な
っ
て
い
ま
す
。

外
国
語
学
科
の
目
指
す

教
育
像
は
？

【
島
岡
先
生
】
本
学
科
に
は
「G

o
International

」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
二
つ
の

要
素
が
あ
っ
て
、
一
つ
は
語
学
力
、

も
う
一
つ
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ス
キ

ル
で
す
。
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
、

国
際
的
に
活
躍
す
る
に
相
応
し
い

人
材
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

【
深
沢
先
生
】
将
来
的
に
は
国
家
公

務
員
一
種
の
試
験
に
合
格
し
て
、
外

務
省
や
国
際
機
関
で
働
け
る
よ
う

な
卒
業
生
を
輩
出
し
た
い
で
す
。

【
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
先
生
】G

o
Inter-

national

に
は
四
つ
の
段
階
が
あ
り

ま
す
。
ま
ず
は
一
年
次
に
留
学
の
準

備
と
し
て
英
語
力
を
磨
き
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ

Ｆ
Ｌ
ス
コ
ア
を
上
げ
る
こ
と
。
つ
ぎ

に
、
二
年
次
で
海
外
に
留
学
す
る
文

字
通
り
のG

o
International

。そ
し

て
留
学
か
ら
帰
国
後
に
は
、
留
学
で

養
っ
た
語
学
力
と
異
文
化
適
応
能

力
に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
る
た
め
、

よ
り
内
容
を
重
視
し
た
授
業
を
英

語
で
展
開
す
る
段
階
。
最
後
に
、キ
ャ

リ
ア
選
択
と
し
て
のG

o
internatio-

nal

で
す
。
学
生
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の

段
階
で
成
長
を
遂
げ
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

外
国
語
学
科
の
特
徴
、
他
大
学

の
類
似
学
科
と
の
違
い
は
？

【
島
岡
先
生
】
授
業
内
容
に
よ
り
ま

す
が
、
多
く
の
授
業
は
英
語
で
行

わ
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
一
年
次
で

は
学
生
の
ペ
ー
ス
に
あ
わ
せ
て
段

階
的
に
英
語
で
の
授
業
を
導
入
し

ま
す
。
ま
た
少
人
数
制
も
本
学
科

の
特
徴
で
す
。
こ
れ
ほ
ど
充
実
し

た
個
人
指
導
を
行
っ
て
い
る
大
学

は
他
に
あ
ま

り
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
成

果
と
し
て
、

入
学
時
に
三

百
八
十
点
だ

っ
た
学
生
の

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

ス
コ
ア
が
、

三
年
次
終
了

時
に
は
八
百

四
十
五
点
に

伸
び
、
そ
の

他
の
学
生
も

軒
並
み
入
学

時
か
ら
二
倍

以
上
の
ス
コ

ア
ア
ッ
プ
を

達
成
し
て
い

ま
す
。

【
深
沢
先
生
】

本
学
科
の
特

徴
は
や
は
り
一
年
間
の
長
期
留
学

制
度
で
す
。
留
学
に
際
し
本
学
で

は
、
学
生
の
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
ス
コ
ア
に

応
じ
た
奨
学
金
を
授
与
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
二
百
十

三
点
以
上
の
学
生
に
は
留
学
先
大

学
の
授
業
料
を
奨
学
金
と
し
て
授

与
し
ま
す
。

【
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
先
生
】
留
学
に
備

え
文
法
や
語
彙
力
を
つ
け
る
こ
と

と
同
時
に
、
留
学
＝
海
外
の
生
活
と

い
う
こ
と
で
、
買
い
物
な
ど
実
生
活

に
必
要
な
英
語
の
指
導
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
留
学
中
も
学

生
が
一
定
の
語
学
力
に
達
す
れ
ば
、

留
学
生
向
け
の
英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム

か
ら
現
地
学
生
と
一
緒
に
受
け
る

授
業
へ
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
で
き
ま
す
。

外
国
語
学
科
の
派
遣
留
学
制
度

に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い

【
島
岡
先
生
】
本
学
科
で
は
二
年
次

後
期
か
ら
三
年
次
前
期
に
か
け
て
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
に
あ
る
協
定
校
へ
一

年
間
の
派
遣
留
学
を
行
い
ま
す
。
こ

れ
は
、英
語
力
の
定
着
は
も
ち
ろ
ん
、

異
文
化
の
理
解
、
自
分
の
将
来
に
向

け
た
発
見
、
就
職
の
た
め
の
知
識
・

技
術
の
修
得
、
自
己
発
現
の
実
践
を

目
的
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
こ

う
い
っ
た
素
養
を
持
っ
て
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
社
会
で
活
躍
で
き
る
学
生
の

育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

【
深
沢
先
生
】
主
な
派
遣
留
学
先
と

し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
オ
レ
ゴ
ン
州
の

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
州
立
大
学
や
ハ
ワ
イ

大
学
の
カ
ピ
オ
ラ
ニ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
レ
ッ
ジ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
各
大

学
に
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
が
あ
る
の

で
、
各
学
生
は
自
分
に
あ
う
学
校
を

選
択
し
、
留
学
し
て
い
ま
す
。

【
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
先
生
】
二
年
次
の

留
学
に
向
け
て
、
英
語
力
と
同
様
に

重
要
な
の
は
学
生
に
積
極
的
な
姿
勢

を
植
え
付
け
る
こ
と
で
す
。「
静
か

に
し
て
、
先
生
が
話
す
の
を
待
つ
」

の
が
典
型
的
な
日
本
人
学
生
の
授
業

態
度
で
あ
る
一
方
で
、
ア
メ
リ
カ
や

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど

の
教
育
環
境
は
異
な
り
、
学
生
は
必

ず
意
見
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
私
の
授
業
の

中
で
は
そ
の
半
分
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
演
習
に
充
て
、
そ
の
中
で

学
生
に
「
自
発
的
に
な
る
こ
と
」
を

植
え
付
け
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

自
発
的
姿
勢
で
留
学
期
間
を
過
ご
せ

た
学
生
は
、素
晴
ら
し
い
経
験
を
し
、

多
く
の
友
人
を
作
っ
て
帰
国
し
て
き

て
い
ま
す
。

留
学
に
向
け
て
授
業
で
は

ど
の
よ
う
な
取
組
み
を

し
て
い
ま
す
か
？

【
島
岡
先
生
】
外
国
語
学
科
で
は
英

語
だ
け
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
語
や
フ

ラ
ン
ス
語
な
ど
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
高
度
な
英
語
力
の
土

台
と
な
る
日
本
語
の
表
現
や
日
本
の

伝
統
文
化
な
ど
の
指
導
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
学
生
に
は
外
国
語
で

も
日
本
を
紹
介
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

外
国
語
学
科

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

外
国
語
学
科

学
科
長

島
岡
　
丘
先
生

教
　
授

深
沢
　
俊
雄
先
生

教
　
授

ピ
ー
タ
ー
・
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
先
生

島岡丘先生

【
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
先
生
】
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ

Ｌ
の
ス
コ
ア
ア
ッ
プ
の
他
に
も
、
い

ろ
い
ろ
な
達
成
目
標
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
に
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。
会
話
の
五

十
％
以
上
が
言
語
以
外
の
も
の
を
使

っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
知

で
す
か
？
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
授
業
で
は
会
話
の
中
の
イ
ン

ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
、

表
情
で
多
く
の
情
報
が
や
り
取
り
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
学
び
ま
す
。
こ
れ

を
通
じ
て
、
学
生
は
よ
り
広
義
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

在
学
生
、
こ
れ
か
ら
外
国
語
学
科

を
目
指
す
学
生
に
一
言

【
島
岡
先
生
】G

o
International

の

気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
学
生
の
期
待

に
本
学
科
は
必
ず
応
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
ぜ
ひ
入
学
し
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

【
深
沢
先
生
】
き
め
細
か
な
少
人
数

教
育
を
実
践
し
、
在
学
生
は
他
大
学

に
は
決
し
て
負
け
な
い
語
学
力
を
修

得
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
在
学
生
の

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
ス
コ
ア
も
八
百
点
代

後
半
ま
で
伸
び
て
い
く
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

【
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
先
生
】
国
際
人
に

な
る
為
に
楽
な
道
と
困
難
な
道
が

あ
る
と
す
れ
ば
、
本
学
科
の
学
生

は
決
し
て
楽
な
道
は
選
ん
で
い
ま

せ
ん
。
特
に
一
年
留
学
は
学
生
に

と
っ
て
は
大
変
な
冒
険
で
、
困
難

な
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
後
に
は
素
晴
ら
し

い
達
成
感
を
得
て
、
視
野
を
広
げ
、

国
際
的
な
人
間
へ
と
成
長
し
て
い

ま
す
。
成
長
す
る
過
程
で
は
痛
み

を
伴
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
本

学
科
で
の
四
年
間
を
振
り
返
れ
ば

学
生
は
自
分
が
達
成
し
た
こ
と
に

誇
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
で
し

ょ
う
。

外
国
語
学
科
っ
て

ど
ん
な
と
こ
？

ス
ロ
ー
ガ
ン
はG

o
Internatio

nal

ピーター・ヴィンセント先生

深沢俊雄先生

今
回
は
、
協
定
校
セ
ン
ト
・
エ

リ
ザ
ベ
ス
カ
レ
ッ
ジ（
米
国
、
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
）に
留
学
す

る
た
め
、
こ
の
八
月
に
渡
米
し

た
英
米
文
化
学
科
三
年
葉
梨
香

奈
江
さ
ん
か
ら
届
い
た
お
手
紙

を
紹
介
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
、

本
学
か
ら
世
界
へ
は
ば
た
い
て

み
ま
せ
ん
か
？

米
国
留
学
に

挑
戦
中
！！

葉
梨
香
奈
江
さ
ん

葉
梨
香
奈
江
さ
ん

英
米
文
化
学
科
三
年

川
並
学
長
先
生

日
本
は
ま
だ
残
暑
が
厳
し
い
か
と
思

い
ま
す
が
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
？

こ
の
度
は
ア
メ
リ
カ
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
州
のcollege

of
S
aint

Eliza-
b
eth

に
留
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
留
学
の
承
認
を

い
た
だ
い
て
か
ら
出
発
ま
で
一ヶ
月
半

と
い
う
短
い
準
備
期
間
で
し
た
が
英
米

文
化
学
科
の
先
生
方
を
は
じ
め
と
し
て

外
国
語
学
科
の
先
生
方
、
国
際
交
流
課

の
担
当
者
の
方
々
に
助
け
て
い
た
だ
き

無
事
に
渡
米
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
に
来
て
か
ら
約
一
週
間
が

経
ち
ま
し
た
。
留
学
生
対
象
の
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
ア
メ
リ
カ
生

活
の
基
礎
を
学
び
、
来
週
か
ら
は
本
格

的
に
授
業
も
始
ま
り
ま
す
。
文
化
の
違

い
や
言
葉
の
壁
な
ど
障
害
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
親
切
で
優
し
い
先
生
方

や
先
輩
、
仲
間
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
毎

日
楽
し
く
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

九
ヶ
月
と
い
う
限
ら
れ
た
留
学
期
間

で
は
あ
り
ま
す
が
、
少
し
で
も
多
く
の

こ
と
を
吸
収
し
、
成
長
で
き
る
よ
う
精

一
杯
頑
張
り
ま
す
。

先
生
も
ど
う
ぞ
お
体
に
お
気
を
つ
け

て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

島岡 丘 教授

ロンドン大学で講演
外国語学科

一
年
留
学
制
度
や
少
人
数
制
な
ど
国
際
社
会
で
の
活
躍
を
目
指
す
学
生

に
理
想
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
学
習
環
境
を
提
供
す
る
外
国
語
学
科
。

今
回
は
、
三
名
の
先
生
に
外
国
語
学
科
の
魅
力
や
留
学
制
度
に
つ
い
て

詳
し
く
伺
い
ま
し
た
。

去る５月１９日（金）の夕べ、本学の十号館で英語音声学
の講演をしたJohn C. Wells 教授（Longman Pronunciation
Dictionaryの著者）の退官記念行事として、同教授の功績
を讃え、感謝を捧げる会が８月４日（金）にロンドン大学で
開催されました。英語音声学に造詣の深い数名の音声
学者の講演に混じって、本学からは言語文化研究科長
兼外国語学科長の島岡丘教授がスピーチを行いました。
そのスピーチでは、まず、アイウエオの普遍性、アル

ファベット呼称音の対立性、さらに音節境界の根拠な
ど（例えば、tea-cherより、teach-erと分ける）理由を述べ
ました。また英語の学習は暗記モデルではなく、例えば、
G/Zの違いは -/z-の対立性を強調するなど、認知モデ
ルが必要であることを述べました。さらに近似カナ表

記は発音のアバウト
なヒントではなく、
日本語の可能性を最
大限活かした表記法
であって、発音記号
との併記で日本人の
英語習得が促進され
ることを提言しまし
た。

島岡教授とWells教授

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽
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幼
児
教
育
専
門
学
校

だ
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よ
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だ
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だ
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だ
よ
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よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

学
外
研
修
Ⅱ

（
北
海
道
研
修
旅
行
）に

行
っ
て
き
ま
し
た

（
Ⅰ
部
二
年
・
Ⅱ
部
二
年
）

八
月
二
十
日（
日
）か
ら
八
月

二
十
六
日（
土
）ま
で
の
六
泊
七

日
の
行
程
で
北
海
道
研
修
旅
行

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
本

校
の
二
年
生
と
短
期
大

学
部
の
二
部
三
年
生
の

学
生
と
一
緒
の
研
修
旅

行
に
な
り
ま
し
た
。
羽
田

空
港
に
早
朝
集
合
し
、
約

一
時
間
三
十
分
で
北
海

道（
千
歳
空
港
）に
到
着
。

あ
っ
と
い
う
間
に
北

海
道
に
着
い
た
も
の
で

す
か
ら
北
海
道
に
来
た

実
感
が
な
い
学

生
が
ほ
と
ん
ど

の
中
、
た
く
さ
ん

の
観
光
地
を
見

学
し
ま
し
た
。
二

日
目
か
ら
だ
ん
だ
ん
と

大
自
然
に
触
れ
、
冬
の

寒
い
北
海
道
で
は
な
く
、

夏
の
涼
し
い
北
海
道
に

来
た
こ
と
を
実
感
し
、

バ
ス
の
乗
務
員
さ
ん
や

ホ
テ
ル
の
方
に
暖
か
く

歓
迎
さ
れ
ま
し
た
。
学

生
の
会
話
も
『
ま
た
家

族
や
友
達
と
北
海
道
に

旅
行
に
行
き
た
い
で
す
』・『
友

人
と
一
緒
に
研
修
に
参
加
し
、

親
睦
も
よ
り
一
層
深
ま
り
ま
し

た
』
と
の
感
想
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。

こ
の
七
日
間
の
北
海
道
で
の

研
修
は
充
実
し
た
思
い
出
に
な

っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
充
実
感

を
後
期
の
授
業
で
活
か
し
て
が

ん
ば
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

毎
年
の
恒
例
行
事
「
学
外
研

修
Ⅰ
」
が
、
七
月
二
十
四
日（
月
）

か
ら
全
三
班
に
渡
り
長
野
県
の

志
賀
高
原
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
学
外
研
修
Ⅰ
は
大
学
・
短

大
・
専
門
学
校
の
一
年
生
を
対
象

に
行
わ
れ
、
三
泊
四
日
の
規
則

正
し
い
共
同
生
活
を
通
し
て
自

制
心
を
養
い
、自
分
自
身
を
見
極

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

特
に
最
近
で
は
モ
バ
イ
ル
時
代

と
い
わ
れ
、
携
帯
電
話
・
Ｅ
メ
ー

ル
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

盛
ん
と
な
りFace

to
Face

で
の

対
話
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
が
原
因

で
体
調
を
崩
す
ケ
ー
ス
も
近
年

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た

近
年
の
傾
向
か
ら
も
、
本
学
の

「
聖
徳
教
育
」
で
行
わ
れ
て
い
る

教
育
が
現
代
社
会
の
問
題
に
対

し
て
い
か
に
必
要
と
さ
れ
て
い

る
か
が
う
か
が
え
ま
す
。

研
修
中
に
行
わ
れ
た
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
や
か
く
し
芸
大
会
、

ハ
イ
キ
ン
グ
で
は
先
生
方
や
学
生

同
士
で
の
対
話
を
と
お
し
て
、
協

調
性
や
思
い
や
り
の
気
持
ち
を

育
み
、ま
た
教
室
で
の
講
義
で
は

得
ら
れ
な
い
親
睦
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
た
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
三
泊
四
日
間
の
研
修
に

参
加
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
今
後

の
学
生
生
活
が
よ
り
充
実
し
た

も
の
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。

::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

平
成
十
八
年
八
月
二
十
日

（
日
）「
聖
徳
吹
奏
楽
公
開
講

座
＆
イ
ン
ス
ト
ル
メ
ン
ト
セ
ミ

ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
「
二
〇
〇
六
　
第
三
回

Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
」
も
同
時
に
開
か
れ
、

多
く
の
お
客
様
を
迎
え
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
公
開
講
座
に
ご
参

加
い
た
だ
い
た
中
学
校
は
、
柏

市
立
酒
井
根
中
学
校
、
習
志
野

市
立
第
五
中
学
校
、
松
戸
市
立

第
四
中
学
校
の

三
校（
合
計
二

百
八
名
）で
し

た
。
ご
指
導
い

た
だ
い
た
の

は
、
大
学
音
楽

文
化
学
科
教
授

山
本
武
雄
先
生

と
山
本
真
理
子

先
生
で
し
た
。

午
前
十
時
か
ら

午
後
五
時
過
ぎ

ま
で
、
熱
心
な

指
導
が
続
き
、

参
加
さ
れ
た
吹

奏
楽
部
の
生
徒

は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
ご
見
学
い
た

だ
い
た
生
徒
、
保
護

者
の
み
な
さ
ん
も

音
楽
を
作
り
上
げ

る
醍
醐
味
を
感
じ

て
い
た
だ
け
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
ス
ト

ル
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー

は
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
ト

ロ
ン
ボ
ー
ン
、
ユ
ー

フ
ォ
ニ
ア
ム
、テ
ュ
ー

バ
の
五
つ
の
専
攻

楽
器
で
そ
れ
ぞ
れ
、

初
級
・
中
級
・
上
級

ク
ラ
ス
に
分
け
て
実
施
さ
れ
ま

し
た
。本
校
の
中
村
先
生
、檜
貝

先
生
、小
坂
先
生
、青
島
先
生
、

国
木
先
生
が
指
導
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
生
徒
数
は
、ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
専
攻
四
十
八
名
、
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
専
攻
二
十
八
名
、ト

ロ
ン
ボ
ー
ン
専
攻
二
十
六
名
、

ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
専
攻
十
六

名
、テ
ュ
ー
バ
十
三
名
で
、
終

日
熱
心
な
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
続
き

ま
し
た
。

聖
徳
吹
奏
楽
公
開
講
座
＆

イ
ン
ス
ト
ル
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

附属中学校・高等学校

保護者の授業見学について（ご案内）

後期（２学期）も前期（１学期）に引続き授業見学を実
施いたします。この授業見学は日頃の学生の授業の様
子を保護者の方にご覧いただき、ご家庭でのコミュニ
ケーションを取っていただくために行っております。
前期（１学期）には保護者の方に多数のご参加をいた
だき、『日頃の授業の取り組み姿勢が見学できました』
『授業見学に参加して家でも学校でのことをより一層

話ができるようになりました』との感想をいただきま
した。後期も是非ご参加ください。

〈後期（２学期）授業見学の日程〉

実施期間：平成１８年１０月２日（月）～平成１９年１月１９日（金）
見学時間：１時限目～７時限目までの全授業
※土曜日は、実習のオリエンテーションおよび補講等を実施いたし
ます。不定期ですのでお問い合わせください。

※ご案内いたしました、授業見学申込書でお申込みください。
※ご質問・お問い合わせは、本校 学生サポートセンターまで遠慮せ
ずにご連絡ください。
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大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
の
一
年
生
を
対
象

七
月
二
十
九
日（
土
）、「
保
育

の
聖
徳
○Ｒ
」
が
誇
る
夏
の
伝
統
行

事
、
第
三
十
九
回
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ

Ｕ
夏
期
保
育
大
学
が
、
聖
徳
大
学

松
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
を
会
場
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

「
子
ど
も
を
守
る
」を
考
え
る

を
総
合
テ
ー
マ
に
、
全
体
会
と
九

分
科
会
で
構
成
さ
れ
、
七
百
二
十

人
の
皆
様（
本
学
園
幼
稚
園
教
諭

等
を
含
め
る
と
八
百
人
以
上
）に

ご
参
加
い
た
だ
き
、
前
年
以
上
の

大
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

午
前
中
の
全
体
会
の
講
演
に

は
、
獨
協
医
科
大
学
教
授
・
上
田

秀
一
先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
、

本
学
の
鈴
木
み
ゆ
き
教
授
と
と

も
に
、「
脳
の
発
達
と
キ
レ
る
子

ど
も
た
ち
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

医
学
的
な
見
地
と
保
育
現
場
の

実
情
を
織
り
ま
ぜ
な
が
ら
の
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
の
分
科
会
で
は
、

明
日
か
ら
の
保
育
・
育
児
に
役
立

つ
事
例
研
究
や
、
音
楽
・
図
画
工

作
・
人
形
劇
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
興

味
深
い
テ

ー
マ
ご
と

に
、
交
流

を
深
め
な

が
ら
、
実

り
多
い
楽

し
い
時
間

を
お
過
ご

し
い
た
だ

き
ま
し
た

夏
期
保
育
大
学
も
来
年
は
四

十
回
目
の
節
目
の
年
に
な
り
ま

す
。
い
つ
ま
で
も
、
聖
徳
の
名

に
ふ
さ
わ
し
い
行
事
と
し
て
、

ま
た
、
皆
様
に
よ
り
愛
さ
れ
る

行
事
と
し
て
、今
後
も
開
催
し

て
ま
い
り
た
い
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。
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○Ｒ
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伝
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今
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盛
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〝

〞

各テーマに分かれての分科会

ひ
じ
り
会
は
昭
和
三
十
六
年

に
発
足
し
、
年
々
充
実
し
て
き

て
い
ま
す
。
一
万
二
千
七
百
六

十
三
名
の
会
員
は
全
国
で
、
そ

れ
ぞ
れ
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

ひ
じ
り
会
の
主
な
活
動
と
し

て
は
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
「
リ
ズ

ム
講
習
会
」
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
講
習
会
で
は
運
動
会
・
生
活

発
表
会
に
使
え
る
リ
ズ
ム
表
現

を
八
月
の
最
終
日
曜
日
に
開
催

し
、
百
名
近
く
の
参
加
者
が
熱

心
に
と
り
く
み
ま
す
。
自
園
に

も
ち
帰
り
、
活
用
し
て
い
ま
す
と

い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
平
成
十
八
年
度
は

「
ひ
じ
り
」
十
七
号
の
会
報
を
平

成
十
八
年
五
月
一
日
に
発
行
致

し
ま
し
た
。
会
報
も
白
・
黒
か

ら
カ
ラ
ー
化
し
、
字
も
大
き
く

な
り
好
評
で
し
た
。

会
報
の
発
行
に
あ
わ
せ
て
、

二
年
に
一
回
ひ
じ
り
会
総
会
を

開
催
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
十

八
年
度
は
総
会
の
開
催
を
七
月

十
五
日（
土
）に
新
高
輪
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
に
て
、
九
十
名
の
参

加
者
の
も
と
滞
り
な
く
、
か
つ
和

や
か
に
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
、

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

総
会
後
、
懇
親
会
も
開
か
れ
、

初
代
の
ひ
じ
り
会
会
長
も
ご
出

席
く
だ
さ
り
、
学
長
先
生
や
校

長
先
生
た
ち
と
昔
話
に
花
が
咲

き
ま
し
た
。
ひ
じ
り
会
の
歴
史
、

こ
こ
ま
で
大
き
く
な
っ
た
学
園

の
こ
と
で
、
二
時
間
が
ア
ッ
と

い
う
間
に
す
ぎ
、
名
残
惜
し
い

中
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

ひ
じ
り
会
の
活
動
も
、
同
窓

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
し
く

の
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
一
度

ク
リ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ひ
じ
り
会
の
近
況
近
況
近
況
近
況
近
況
近
況
近
況
近
況
近
況
近
況
近
況
近
況
近
況
近
況
近
況
近
況
近
況
近
況
近
況
近
況
近
況
近
況
近
況
近
況
近
況
近
況

ひ
じ
り
会
の

同窓会

。
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八
月
一
日

（
火
）〜
二
十
五

日（
金
）に
平
成

十
八
年
度
全
国

高
等
学
校
総
合

体
育
大
会（
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
）

が
大
阪
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

新
体
操
部

は
、
団
体（

澤
麻
衣
、
明
石

悠
理
恵
、
秋
山

幸
、
高
橋
莉
奈
、

圓
城
寺
春
香
、）

と
個
人（
明
石

悠
理
恵
）で
の

出
場
と
な
り
ま

し
た
。
個
人
に
出
場
し
た
明
石
さ

ん
は
二
十
四
位
と
い
う
結
果
で

し
た
。
ま
た
、
団
体
で
は
ミ
ス
の

無
い
ま
と
ま
っ
た
演
技
を
し
、
見

事
十
一
位
と
い
う
結
果
で
し
た
。

こ
の
結
果
に
よ
り
、
来
年
の
三
月

二
十
五
日（
日
）〜
二
十
七
日（
火
）

に
大
分
県
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ
で

行
わ
れ
る
全
国
高
校
選
抜
大
会

へ
の
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
陸
上
競
技
で
は
、
槍

投
げ
に
出
場
し
た
塚
本
侑
子
が

八
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
こ
の

入
賞
は
、
茨
城
県
で
陸
上
競
技

に
出
場
し
た
女
子
選
手
唯
一
の

入
賞
と
い
う
結
果
で
し
た
。
ま

た
、
一
〇
〇
ｍ
Ｈ
に
出
場
し
た

生
井
美
有
が
準
決
勝
ま
で
進

み
、
三
〇
〇
〇
ｍ
で
は
成
毛
志

麻
が
予
選
第
一
組
十
五
位
と
い

う
結
果
で
し
た
。

暑
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
行

わ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
し
た
が
、

出
場
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
選
手
が

全
力
を
出
し
切
っ
て
、
好
成
績
を

残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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附
属
幼
稚
園

「
楽
し
か
っ
た
夏
期
保
育
」

…
五
才
児
の
宿
泊
保
育
…

よ
う
や
く
梅
雨
の
明
け
た
八

月
一
日（
火
）〜
五
日（
土
）ま
で

夏
期
保
育
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

す
い
か
割
り
や
宿
泊
保
育
、
盆

踊
り
な
ど
「
夏
」
な
ら
で
は
の
行

事
を
楽
し
み
ま
し
た
。
中
で
も

五
才
児
は
、
夏
期
保
育
三
日
目

の
夜
を
幼
稚
園
に
宿
泊
し
友
達

や
先
生
と
す
ご
し
ま
し
た
。
こ
の

日
、
午
後
三
時
大
き
な
リ
ュ
ッ

ク
を
背
に
登
園
し
て
き
た
園
児

達
は
何
人
か
集
ま
っ
て
は
歌
を

う
た
っ
た
り
、
輪
に
な
っ
て
ぐ

る
ぐ
る
回
っ
た
り
と
い
さ
さ
か

興
奮
気
味
で
し
た
。
学
内
の
散

歩
や
夕
食
を
済
ま
せ

る
と
待
望
の
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で

す
。
先
生
か
ら
火
の

由
来
の
話
を
聞
き
昔

の
人
達
の
生
活
に
思

い
を
は
せ
る
と
タ
イ

マ
ツ
を
も
っ
た
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
が
登
場
し

「
な
か
よ
し
の
灯
」
を

つ
け
て
も
ら
い
ま
し

た
。
目
を
凝
ら
し
一

心
に
灯
を
見
つ
め
る

園
児
達
の
表
情
は
真

剣
そ
の
も
の
…
そ
の

灯
を
囲
み
皆
で
ク
イ

ズ
を
し
た
り
歌
を
う

た
っ
た
り
先
生
方
の
劇
を
楽
し

み
ま
し
た
。
そ
の
後
、
打
ち
上
げ

花
火
や
仕
掛
け
花
火
を
歓
声
を

上
げ
な
が
ら
見
た
後
は
、
い
よ

い
よ
就
寝
の
時
間
で
す
。
そ
れ

ま
で
の
興
奮
か
ら
、
ま
た
家
族

か
ら
離
れ
た
不
安
感
か
ら
な
か

な
か
寝
つ
け
な
い
園
児
も
多
か

っ
た
よ
う
で
す
が
十
時
半
に
は

全
員
が
穏
や
か
な
寝
息
を
た
て

は
じ
め
ま
し
た
。
翌
朝
、
六
時
に

は
皆
目
を
覚
ま
し
改
め
て
幼
稚

園
に
泊
ま
っ
た
事
を
確
認
し
た

よ
う
で
す
。
た
つ
た
一
晩
親
元

を
離
れ
幼
稚
園
に
泊
ま
っ
た
だ

け
で
す
が
ど
の
園
児
も
自
信
に

あ
ふ
れ
頼
も
し
く
見
え
ま
し
た
。

こ
の
夏
期
保
育
の
経
験
は
楽
し

か
っ
た
思
い
出
と
し
て
い
つ
ま

で
も
心
に
残
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

昭
和
四
十
二
年
三
月
、
十
名

の
園
児
が
幼
稚
園
で
の
保
育
を

終
え
卒
園
し
て
い
き
ま
し
た
。

聖
徳
学
園
短
期
大
学
附
属
幼
稚

園
の
第
一
回
の
卒
園
生
で
す
。

こ
れ
を
機
に
現
在
の
園
長
先
生

で
あ
る
川
並
知
子
先
生
が
創
立

者
で
初
代
の
園
長
先
生
で
あ
っ

た
川
並
香
順
先
生
の
お
名
前
か

ら
「
か
を
り
会
」
と
名
付
け
、
同

窓
会
が
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

以
来
四
十
年
。
卒
園
生
す
な

わ
ち
同
窓
会
員（
卒
園
生
）は
五

千
五
百
三
十
三
名
と
な
り
ま
し

た
。
幼
稚
園
で
は
卒
園
し
て
間

も
な
い
小
学
生
の
間
は
年
に
一

回
幼
稚
園
に
集
ま
り
、
歌
を
う

た
っ
た
り
、
人
形
劇
を
見
た
り
、

学
年
別
に
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、

懐
か
し
い
先
生
方
と
話
を
し
た

り
し
て
楽
し
く
す
ご
し
て
い
ま

す
。
ま
た
中
学
生
に
な
る
と
学

園
で
開
催
さ
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト

等
に
参
加
し
有
意
義
な
ひ
と
時

を
す
ご
し
ま
す
。
し
か
し
、
高

校
生
、
大
学
生
以
上
と
な
る
と

学
業
が
忙
し
く
な
っ
た
り
、
転

居
す
る
人
も
増
え
幼
稚
園
を
訪

れ
る
人
も
少
な
く
な
る
為
、
現

在
の
と
こ
ろ
か
を
り
会
と
し
て

の
活
動
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
社
会
人
と
な
り
や

が
て
結
婚
し
、
子
ど
も
さ
ん
が

生
ま
れ
る
と
親
と
な
っ
て
再
び

幼
稚
園
に
来
て
く
だ
さ
る
方
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
現
在
親

子
二
代
の
卒
園
生
も
九
十
三
組

を
数
え
て
い
ま
す
。
卒
園
生
の

約
六
十
五
％
が
成
人
し
て
い
る

こ
と
や
、
聖
徳
学
園
の
同
窓
会

連
合
会
が
発
足
し
、
そ
の
一
員

で
あ
る
こ
と
も
考
え
る
と
、
か

を
り
会
の
運
営
に
も
卒
園
生
自

身
が
も
っ
と
参
加
し
「
せ
い
と

く
っ
こ
」
の
本
領
を
発
揮
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
期
待
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

「
か
を
り
会
」
に

思
う
こ
と

附属幼稚園

同 窓 会
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大
阪
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

〜
新
体
操
部
・
陸
上
競
技
部
・
駅
伝
部
が
出
場
！
〜

大
会
結
果
！

聖
徳
中
学
校
・
高
等
学
校

大
会
結
果
！

本
校
で
は
、
毎
日
の
生
活
や

学
校
行
事
に
音
楽
が
密
接
に
関

わ
っ
て
い
ま
す
。
音
楽
の
授
業

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
毎
週
水

曜
日
に
行
わ
れ
る
「
音
楽
朝
会
」

や
月
ご
と
の
「
全
校
唱
歌
」、
集

会
ご
と
に
み
ん
な
で
歌
う
「
心

を
合
わ
せ
る
歌
」
な
ど
が
特
徴

的
で
す
。

ま
た
楽
器
の
演
奏

も
盛
ん
で
す
。
一
年

生
か
ら
ハ
ー
モ
ニ
カ
、

三
年
生
か
ら
リ
コ
ー

ダ
ー
、
五
年
生
か
ら

は
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ

な
ど
に
取
り
組
み
ま

す
。そ

れ
ら
の
音
楽
教

育
の
集
大
成
と
も
言

え
る
の
が
「
卒
業
演

奏
」
で
す
。
六
年
生
が

一
人
ひ
と
り
楽
器
を

受
け
持
ち
、
全
員
で

力
を
合
わ
せ
て
演
奏
し
ま
す
。

今
年
の
曲
は
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
テ

ル
序
曲
」
で
、
み
な
さ
ん
ご
存

知
の
ス
ピ
ー
ド
感
あ
ふ
れ
る
曲

で
す
。
ま
ず
、
児
童
に
希
望
す

る
楽
器
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
が
取
ら
れ
ま
す
。
打
楽
器
な

ど
の
人
気
の
あ
る
楽
器
で
は
、

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

す
。
選
ば
れ
る
た
め
に
、
休
み

時
間
を
使
っ
て
練
習
に
励
ん
で

い
る
児
童
も
見
ら
れ
る
ほ
ど
で

す
。
そ
の
成
果
の
一
端
は
十
月

二
十
二
日（
日
）に
行
わ
れ
る
聖

徳
祭
の
舞
台
で
披
露
さ
れ
ま
す
。

本
校
の
音
楽
教
育
は
、
た
だ

音
楽
の
力
を
伸
ば
す
だ
け
で
は

な
く
、
み
ん
な
で
協
力
で
き
る

『
協
調
性
』
を
養
う
こ
と
を
意
識

し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
音
楽
は
理
屈
で
は
な
く
感

性
で
人
と
人
が
つ
な
が
る
こ
と

が
で
き
る
教
科
だ
か
ら
で
す
。

ま
た
、
吸
収
力
抜
群
の
児
童

は
、
一
言
指
導
し
た
だ
け
で
演

奏
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
り
ま
す
。

や
り
直
し
が
き
か
な
い
芸
術
と

も
言
え
る
音
楽
を
通
し
て
、
一

瞬
一
瞬
を
大
切
に
し
、
人
と
つ

な
が
り
合
え
る
人
間
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

七
月
十
五
日（
土
）、
毎
週
土

曜
日
に
行
わ
れ
る
「
わ
く
わ
く

タ
イ
ム
」
の
時
間
を
使
っ
て
、

一
年
生
と
二
年
生
対
象
の
音
楽

授
業
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の

日
の
講
師
は
聖
徳
大
学
教
授
の

山
本
真
理
子
先
生
で
す
。「
ふ

れ
あ
い
広
場
」
に
並

べ
ら
れ
た
、
た
く
さ

ん
の
見
慣
れ
な
い
楽

器
に
、
児
童
は
わ
く

わ
く
し
た
様
子
で
し

た
。「
好
き
な
場
所
で

聞
い
て
ご
ら
ん
。」
と

い
う
先
生
の
言
葉
を

聞
い
た
児
童
は
、
す

ぐ
に
山
本
先
生
の
周

り
を
取
り
囲
み
ま
し

た
。授

業
で
は
、
打
楽

器
の
叩
き
方
を
教
わ

り
ま
し
た
。「
叩
く
」
と
一
言
で

言
っ
て
も
、
手
の
ひ
ら
で
叩
い

た
り
、
指
先
で
軽
く
打
つ
よ
う

に
し
た
り
、
こ
す
っ
て
音
を
出

し
た
り
と
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法

が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

ま
た
、
楽
し
い
気
持
ち
、
悲
し

い
気
持
ち
、
怒
っ
て
い
る
気
持

ち
な
ど
、
叩
く
と
き
の
気
持
ち

で
音
色
が
変
化
す
る
こ
と
が
分

か
り
、
驚
い
た
児
童
も
多
か
っ

た
よ
う
で
す
。

最
後
は
、
ピ
ア
ノ
と
打
楽
器

の
合
奏
や
打
楽
器
だ
け
の
演
奏

も
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
楽

し
い
リ
ズ
ム
と
音
色
に
、
児
童

の
表
情
は
き
ら
き
ら
と
輝
い
て

い
ま
し
た
。

今
回
は
、「
ジ
ャ
ン
ベ
が
気

に
入
り
ま
し
た
。」「
ウ
ッ
ド
ブ

ロ
ッ
ク
の
音
が
よ
か
っ
た
で

す
。」
と
お
気
に
入
り
の
楽
器

を
見
つ
け
た
児
童
や
、
音
楽
が

さ
ら
に
好
き
に
な
っ
た
と
い
う

児
童
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

音
楽
の
興
味
深
さ
を
十
分
味
わ

う
こ
と
の
で
き
た
一
時
間
と
な

り
ま
し
た
。
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夏
休
み
を
真
近
に
ひ
か
え
た

七
月
十
三
日（
木
）「
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
タ
イ
ム
を
ご
一
緒
に
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
短
大
部
保

育
科
の
先
生
方
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
頂
い
て
年
間
八
回
を
計

画
し
て
い
る
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

タ
イ
ム
を
ご
一
緒
に
」
で
す
が

第
四
回
目
の
今
回
は
、
原
科
成

美
先
生
を
講
師
に
迎
え
て
〝
親

子
で
こ
ま
づ
く
り
〞
を
指
導
し

て
頂
き
ま
し
た
。
未
就
園
児
の

親
子
も
含
め
て
三
十
六
組
の
参

加
者
が
あ
り
、
予
定
時
間
よ
り

早
い
時
間
か
ら
来
園
す
る
親
子

も
多
く
期
待
の
大
き
さ
が
伺
え

ま
し
た
。

今
回
教
え
て
頂
い
た
こ
ま
は
、

一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
こ
ま

と
は
形
や
使
用
す
る
材
料
が
異

な
っ
て
い
た
為
、
少
々
作
る
過

程
は
複
雑
だ
っ
た
も
の
の
親
子

で
、
ま
た
隣
同
士
で
和
や
か
に

語
ら
い
な
が
ら
興
味
深
く
真
剣

に
取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
最
後
に
ク
レ
ヨ
ン
で
自
由
に

模
様
を
描
い
て
出
来
上
が
り
。

早
速
、
床
で
試
し
回
し
を
し
、

く
る
く
る
回
る
こ
ま
を
見
て
手

を
た
た
き
喜
ぶ
表
情
は
と
て
も

満
足
気
で
し
た
。
中
に
は
年
令

が
低
く
ま
だ
指
先
を
上
手
く
使

え
な
い
幼
児
の
お
父
様
や
お
母

様
は
自
分
自
身
が
楽
し
み
な
が

ら
一
生
懸
命
回
し
方
の
手
本
を

見
せ
て
い
る
微
笑
ま
し
い
光
景

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

年
令
や
発
達
の
異
な
る
幼
児

達
を
気
遣
っ
て
原
科
先
生
に
は

細
や
か
な
事
前
準
備
と
打
合
わ

せ
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
お
陰

様
で
参
加
者
全
員
が
有
意
義
で

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
も
ま
だ

親
子
で
こ
ま
遊
び
は
続
い
て
い

る
事
で
し
ょ
う
。

七
月
十
一
日（
火
）真
夏
の
太

陽
が
照
り
つ
け
る
中
、
五
歳
児

が
短
大
部
保
育
科
の
本
田
陽
子

先
生
と
戸
外
で
自
然
に
触
れ
て

遊
ぶ
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
外
で
遊

ぶ
こ
と
は
好
き
で
す
が
、
滑
り

台
や
ブ
ラ
ン
コ
な
ど
の
遊
具
で

遊
ぶ
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
意
外

と
自
然
に
触
れ
て
遊
ぶ
経
験
が

無
い
こ
と
か
ら
、
始
ま
る
前
か

ら
と
て
も
興
味
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。
本
田
先
生
が
園
児
達
に

お
話
を
し
て
く
だ
さ
る
際
、
棕
櫚

（
し
ゅ
ろ
）の
葉
で
作
っ
た
バ
ッ
タ

を
見
せ
て
く
だ
さ
る
と
み
ん
な

そ
の
リ
ア
ル
さ
に
釘
付
け
に
な

り
、
更
に
興
味
を
高
め
て
行
き

ま
し
た
。

幼
稚
園
の
隣
の
公
園
に
行
く

と
、
様
々
な
葉
っ
ぱ
を
見
つ
け

て
は
、
名
前
を
教
え
て
く
だ
さ

り
、
葉
っ
ぱ
の
種
類
に
よ
り
ス

ト
ロ
ー
に
指
し
て
風
車
を
作
っ

て
駆
け
回
っ
た
り
、
シ
ロ
ツ
メ

ク
サ
を
摘
ん
で
冠
の
作
り
方
を

教
え
て
い
た
だ
い
た
り
し
ま
し

た
。
女
の
子
は
、
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ

の
冠
作
り
に
挑
戦
す
る
園
児
が

多
く
、
お
ぼ
つ
か
な
い
手
で
一

生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
が
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か

ず
、
悪
戦
苦
闘
の
結
果
ブ
レ
ス

レ
ッ
ト
を
作
っ
て
大
満
足
を
し

て
い
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
こ
の「
自
然
と
遊
ぼ
う
」

を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
本
田

先
生
が
事
前
に
近
隣
の
公
園

を
下
見
し
て
ど
こ
に
ど
ん
な

草
花
が
咲
い
て
い
る
か
調
査

し
て
頂
き
ま
し
た
。お
か
げ
で
、

私
た
ち
教
師
も
近
隣
の
植
物

に
興
味
を
持
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
一
時
間
と
言
う
短
い

時
間
で
し
た
が
、
自
然
と
触
れ

合
う
機
会
を
持
て
、
園
児
た
ち

の
活
動
に
も
広
が
り
が
見
ら

れ
た
よ
う
で
す
。

最
近
の
顕
著
な
事
の
一
つ
に

少
子
化
問
題
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
兄
弟
、
姉
妹
の
い

な
い
一
人
っ
子
家
族
が
多
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

本
園
に
近
く
の
日
の
出
中
学

校
の
先
生
方
か
ら
〝
幼
児
と
手

作
り
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぼ
う
〞

を
テ
ー
マ
に
年
間
教
育
行
事
計

画
と
位
置
づ
け
た
行
事
を
実
施

し
た
い
と
い
う
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。

内
容
は
本
園
と
日
の
出
中

学
校
で
意
見
交
換
を
し
な
が

ら
立
案
し
、
最
終
的
に
目
標
と

し
て
次
の
三
項
目
を
掲
げ
ま

し
た
。

①
幼
児
の
発
達
に
つ
い
て
学
習

し
た
事
を
思
い
出
し
遊
び
方

を
工
夫
し
、
幼
児
と
お
も
ち

ゃ
で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る

②
安
全
衛
生
や
、
マ
ナ
ー
を
十

分
心
が
け
、
幼
児
と
接
す
る

こ
と
や
責
任
を
持
っ
た
行
動

が
で
き
る

③
幼
児
の
個
性
を
尊
重
し
、
自

分
の
で
き
る
こ
と
は
何
か
を

考
え
接
す
る
こ
と
が
で
き
る

七
月
十
二
日（
水
）、
十
三
日

（
木
）中
学
二
年
生
、
約
百
八
十

名
が
来
園
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
中
学
生
は
本
園
の
ホ

ー
ル
で
聖
徳
学
園
創
立
者
の
建

学
の
精
神
及
び
浦
安
幼
稚
園
に

つ
い
て
説
明
を
聞
い
た
後
、
各

ク
ラ
ス
に
行
き
ま
し
た
。

最
初
、
中
学
生
達
は
、
ど
の
よ

う
に
園
児
達
の
輪
の
中
に
溶
け

込
ん
で
い
け
ば
良
い
の
か
わ
か

ら
ず
に
、
困
惑
し
た
様
子
で
し

た
が
、
幼
稚
園
の
先
生
方
が
助

言
す
る
事
で
、
園
児
達
も
〝
お
兄

さ
ん
、
お
姉
さ
ん
〞
と
呼
び
合
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後

は
両
者
間
に
生
き
生
き
と
し
た
、

有
意
義
な
遊
び
の
時
間
が
も
て
、

中
学
生
に
と
っ
て
も
一
時
間
半

と
い
う
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間

の
短
い
時
間
に
感
じ
ら
れ
た
と

の
こ
と
で
し
た
。

帰
り
に
園
児
達
は
、
お
兄
さ

ん
、
お
姉
さ
ん
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

折
り
紙
の
手
裏
剣
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
て
名
残
惜
し
そ
う
に
し

て
お
り
、
中
学
生
の
中
か
ら
も
、

「
園
児
達
と
の
遊
び
に
充
実
感
を

覚
え
た
」
と
い
う
感
想
も
い
た

だ
き
ま
し
た
。

こ
の
様
な
交
流
は
、
相
互
相

乗
効
果
が
あ
り
、
園
児
達
に
と

っ
て
は
、
兄
、
姉
と
呼
べ
て
遊
べ

た
こ
と
は
情
緒
の
発
達
や
社
会

性
の
面
か
ら
も
効
果
が
あ
り
、

中
学
生
に
と
っ
て
も
異
年
令
と

の
遊
び
の
交
流
は
、
有
意
義
で

あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

―

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
タ
イ
ム
を
ご
一
緒
に
―

親
子
で
こ
ま
づ
く
り

附
属
第
二
幼
稚
園

附
属
浦
安
幼
稚
園

お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん

と
の
楽
し
い
交
流

「
大
学
の
先
生
と
遊
ぼ
う
」

〜
自
然
と
遊
ぼ
う
〜

附
属
第
三
幼
稚
園

毎
年
十
月
に
な
る
と
園
児
達

は
近
く
の
畑
に
芋
掘
り
に
出
掛

け
ま
す
。
芋
掘
り
は
土
の
感
触

を
楽
し
ん
だ
り
、
収
穫
す
る
こ

と
の
喜
び
を
味
わ
え
る
よ
い
機

会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
で
絵
本
を
見
た
り
、
図
鑑

を
見
た
り
し
て
期
待
を
持
っ
て

芋
畑
に
行
き
ま
す
。
は
じ
め
は

こ
わ
ご
わ
指
先
で
土
を
い
じ
っ

て
い
る
園
児
も
、
先
生
の
力
を

借
り
て
一
緒
に
掘
っ
て
い
く
う

ち
に
、
さ
つ
ま
い
も
が
顔
を
の

ぞ
か
せ
る
と
、「
先
生
！
お
い
も

が
出
て
き
た
よ
！！
」「
な
か
な
か

抜
け
な
い
」
と
歓
声
を
あ
げ
て

夢
中
で
掘
り
ま
す
。
桜
組
は
お

芋
を
見
た
り
触
っ
た
り
す
る
だ

け
で
満
足
で
す
が
、
梅
組
は
普

段
触
っ
て
い
る
砂
場
や
園
庭
の

砂
と
の
感
触
の
違
い
に
気
付
い

た
り
、
松
組
は
芋
の
な
り
方
や

土
の
中
の
虫
に
興
味
を
持
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。

収
穫
し
た
さ
つ
ま
い
も
を
自

分
の
芋
袋
に
入
れ
て
持
ち
帰
り

ま
す
が
「
一
番
好
き
な
お
芋
を

入
れ
て
下
さ
い
」
と
い
う
先
生

の
声
に
「
ど
れ
に
し
よ
う
か
な
」

と
考
え
な
が
ら
、
笑
顔
で
芋
袋

へ
入
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
に

は
様
々
な
子
ど
も
の
気
持
ち
が

表
れ
て
い
て
、
一
番
大
き
な
お

芋
を
入
れ
る
園
児
が
多

い
中
、
細
く
て
小
さ
い

お
芋
を
一
番
最
初
に
大

切
そ
う
に
入
れ
て
い
る

ほ
ほ
え
ま
し
い
光
景
も

見
ら
れ
ま
す
。
大
切
そ

う
に
芋
袋
を
持
ち
帰
る

姿
に
、
自
分
で
掘
っ
た

と
い
う
収
穫
の
喜
び
が

味
わ
え
た
こ
と
を
感
じ

ま
す
。

幼
稚
園
の
園
庭
で
も

プ
ラ
ン
タ
ー
で
き
ゅ
う

り
や
ト
マ
ト
、
な
す
等
を

育
て
て
い
ま
す
が
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
の
お
店
で

し
か
野
菜
を
見
た
こ
と
の
な
い

子
ど
も
が
多
い
の
で
、
畑
で
育

っ
た
さ
つ
ま
い
も
を
掘
る
経
験

を
通
し
て
、
食
べ
物
へ
の
大
切

さ
を
知
り
、
興
味
を
持
つ
こ
と

の
で
き
る
貴
重
な
体
験
と
し
て

大
切
に
し
て
い
る
行
事
で
す
。

十
月
恒
例
の
い
も
ほ
り

多
摩
中
央
幼
稚
園

毎
年
十
月
に
盛
大
に
運
動
会

が
行
わ
れ
ま
す
。

入
場
行
進
で
、
緊
張
し
な
が
ら

も
大
き
く
腕
を
振
り
行
進
す
る

姿
は
、
と
て
も
自
信
に
満
ち
て
い

ま
す
。
か
け
っ
こ
は
、
三
歳
児
は

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
最
後
ま
で
走

り
切
ろ
う
と
頑
張
り
、
四
・
五
歳

児
は
競
争
心
も
芽
生
え
、
友
達

に
は
負
け
な
い
と
い
う
意
欲
も

伺
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
学
年
毎
の
遊
戯
や
マ
ス

ゲ
ー
ム
等
は
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
見
せ
よ
う
と
一
生
懸
命
取

り
組
む
姿
が
見
ら
れ
、
沢
山
体
を

動
か
し
と
て
も
楽
し
く
踊
っ
て

い
ま
す
。
四
・
五
歳
児
は
競
技
に

も
取
り
組
み
ま
す
。
ク
ラ
ス
毎
に

勝
利
を
目
指
し
、
一
丸
と
な
っ
て

戦
う
姿
に
対
し
て
、
保
護
者
の
方

の
応
援
に
も
熱
が
入
り
、
と
て
も

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。
お
母
様

と
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
や
、
お
父

様
方
と
の
親
子
競
技
等
も
行
わ

れ
、
園
児
達
は
と
て
も
喜
ん
で
参

加
し
て
い
ま
す
。
お
昼
に
は
、
お

い
し
い
お
弁
当
を
家
族
で
囲
み
、

楽
し
そ
う
に
頂
く
光
景
が
見
ら

れ
て
い
ま
す
。

午
後
に
は
、
五
歳
児
の
綱
引
き

も
行
わ
れ
、
幼
稚
園
最
後
の
運
動

会
で
思
い
切
り
楽
し
む
姿
が
見

ら
れ
て
い
ま
す
。
又
、
保
護
者
の

方
の
競
技
も
あ
り
、
真
剣
に
参
加

し
て
く
だ
さ
り
、
と
て
も
盛
り
上

が
り
ま
す
。

運
動
会
は
、身
体
面
の
発
達
や
、

競
技
を
通
し
協
力
し
合
う
姿
を

見
て
い
た
だ
け
る
行
事
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

運
動
会
の
季
節
到
来
！

八
王
子
中
央
幼
稚
園

秋
の
遠
足（
年
中
組
）

〜
上
野
動
物
園
〜

三
田
幼
稚
園

本
園
で
は
年
中
組
に
な
る
と

秋
の
遠
足
は
田
町
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ

に
乗
り
上
野
動
物
園
へ
行
き
ま

す
。お

弁
当
の
入
っ
た
リ
ュ
ッ
ク

サ
ッ
ク
を
背
負
い
友
達
と
一
緒

に
初
め
て
電
車
に
乗
る
園
児
達

の
表
情
は
ど
こ
か
緊
張
が
見
ら

れ
ま
す
が
、
嬉
し
さ
で
朝
か
ら

元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。
電
車
の

中
で
は
公
共
の
マ
ナ
ー
を
守
り

私
語
を
慎
み
「
静
か
に
し
て
い

て
偉
い
わ
ね
」
と
お
褒
め
の
言

葉
を
掛
け
て
い
た
だ
く
事
も
あ

り
ま
す
。

事
前
に
絵
本
や
図
鑑
等
で
動

物
に
興
味
を
深
め
期
待
も
高
ま

っ
て
い
る
こ
と
で
、
動
物
園
に

着
く
と
色
々
な
動
物
を
見
る
と

歓
声
を
上
げ
て
い
ま
す
。
見
て

い
く
動
物
そ
れ
ぞ
れ
に
「
大
き

い
ね
」「
か
わ
い
い
」「
こ
っ
ち
を

見
た
よ
！
」
と
興
奮
し
て
い
る

様
子
が
見
ら
れ
ま
す
。
ゴ
リ
ラ

の
森
と
い
う
ゴ
リ
ラ
舎
の
前
で

は
、
ゴ
リ
ラ
の
動
き
や
視
線
等

面
白
さ
に
興
味
を
示
し
図
鑑
で

は
味
わ
え
な
い
姿
に
喜
ぶ
姿
も

見
ら
れ
ま
す
。
山
羊
や
羊
に
触

れ
る
コ
ー
ナ
ー
で
は
恐
が
る
園

児
も
い
ま
す
が
触
れ
る
事
が
出

来
た
後
は
「
毛
が
堅
い
」「
温
か

い
ね
…
」
と
動
物
の
生
態
や
生

命
を
実
感
す
る
事
が
で
き
ま
す
。

保
護
者
に
作
っ
て
い
た
だ
い

た
お
弁
当
を
食
べ
、
動
物
を
見

た
喜
び
を
友
達
と
共
有
し
ま

す
。
こ
の
経
験
が
公
共
の
マ
ナ
ー

や
心
情
面
、
生
命
の
尊
さ
を
体

感
で
き
る
大
切
な
行
事
と
な
っ

て
い
ま
す
。

本田陽子先生
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『
東
京
聖
徳
学
園
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
募
金
』

寄
付
者
芳
名
一
覧
平
成
十
七
年
九
月
〜
平
成
十
八
年
八
月
ご
寄
付
分

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

「
東
京
聖
徳
学
園
創
立
七
十
周
年
記

念
事
業
」
募
金
は
、
今
年
の
九
月
を
も

っ
て
第
四
期
目
を
迎
え
ま
し
た
。
平
成

十
五
年
九
月
の
開
始
時
か
ら
平
成
十
八

年
八
月
ま
で
に
、
四
千
五
百
件
を
超
え

る
多
く
の
お
申
し
込
み
を
頂
き
ま
し

た
。
在
校（
園
）生
保
護
者
、
卒
業
生
、

業
者
関
係
、
教
職
員
等
学
園
関
係
の
多

く
の
皆
様
か
ら
の
ご
協
力
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

累
計
一
〇
万
円
以
上
ご
寄
付
の
方

は
、
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル
入
口
に
ご
ざ

い
ま
す
記
念
プ
レ
ー
ト
に
、
ご
芳
名
を

刻
銘
し
て
、
末
永
く
顕
彰
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
大
学
へ
お
立
ち
寄
り
の
際

に
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
、
こ
の
七
十

周
年
記
念
事
業
の
中
心
で
も
あ
り
ま
す

新
図
書
館
・
一
号
館
の
建
築
も
順
調
に

進
ん
で
お
り
ま
す
。
九
月
十
五
日
に
は

第
一
期
工
事
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
新
図
書
館
の
一
部
が
完

成
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
平
成
二
十

一
年
三
月
完
成
予
定
の
新
図
書
館
は
、

現
在
の
図
書
館
と
比
べ
、
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
設
備
の
充
実
に
よ
っ
て
多
種
多
様

な
知
的
資
産
を
十
分
に
活
用
で
き
る
場

と
し
、
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
の
充
実
な
ど
も

図
る
予
定
で
す
。
附
属
学
校
、
幼
稚
園

に
お
き
ま
し
て
も
、
八
王
子
中
央
幼
稚

園
、
多
摩
中
央
幼
稚
園
の
プ
レ
イ
ジ
ム

の
建
設
な
ど
教
育
施
設
・
設
備
の
充
実

に
寄
付
金
を
活
用
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
学
園
の
よ
り
よ
い
教
育

環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、
学
園
創
立
七

十
五
周
年
に
向
け
て
、
寄
付
金
を
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
こ
の

募
金
活
動
は
、
平
成
十
五
年
か
ら
平
成

二
十
年
ま
で
の
五
期
に
渡
っ
て
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
期
間
中
、
募
金
の

ご
協
力
に
つ
い
て
た
び
た
び
お
願
い
を

い
た
し
ま
す
が
、何
卒
ご
理
解
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

「
東
京
聖
徳
学
園
創
立
七
十
周
年

記
念
事
業
」
募
金
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ．
〇
四
七
―

三
六
五
―

一
一
一
一

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

bokin@
seitoku.ac.jp

○
取
引
業
者
関
係

（
二
五
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

シ
ダ
ッ
ク
ス
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

志
太
　
勤
一

様

（
二
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

株
式
会
社
三
越

代
表
取
締
役

石
塚
　
邦
雄

様

（
一
、
五
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

株
式
会
社
ツ
ア
ー
プ
ラ
ン
ナ
ー
オ
ブ
ジ
ャ
パ
ン

代
表
取
締
役
社
長

荷
口
　
優

様

（
一
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

株
式
会
社
研
優
社

代
表

高
尾
　
精
治

様

（
五
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

本
清
鋼
材
株
式
会
社

代
表
取
締
役

本
清
　
剛
史

様

東
通
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

戸
須
　
昭
雄

様

（
三
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

袖
ヶ
浦
興
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

熱
田
　
正
之

様

株
式
会
社
イ
ン
タ
ー
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

永
峯
　
玲
子

様

（
二
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

株
式
会
社
山
武
　
取
締
役

ビ
ル
シ
ス
テ
ム
カ
ン
パ
ニ
ー

社
長

小
林
　
啓
昭

様

株
式
会
社
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
・
ハ
ウ
ス
・
ジ
ャ
パ
ン

代
表
取
締
役

小
林
　
雅
行

様

（
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

育
栄
管
財
株
式
会
社

代
表
取
締
役

鳴
海
　
博
道

様

株
式
会
社
ダ
イ
ヤ
ブ
ラ
イ
ト

代
表
取
締
役

大
川
　
一
光

様

株
式
会
社
ウ
エ
ス
ト
ゲ
イ
ト

代
表
取
締
役

岡
田
　
正
則

様

株
式
会
社
日
本
廣
告
社

代
表
取
締
役
社
長

鈴
木
　
輝
夫

様

株
式
会
社
日
本
ド
リ
コ
ム

代
表
取
締
役
社
長

宮
本
　
一
生

様

浜
田
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役

濱
田
　
弘

様

株
式
会
社
日
本
教
育
総
合
研
究
所

代
表
取
締
役

前
田
　
晴
伍

様

廣
告
社
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

湯
澤
　
斉

様

株
式
会
社
帝
国
ホ
テ
ル

代
表
取
締
役
社
長

小
林
　
哲
也

様

株
式
会
社
Ｓ
Ｒ
Ａ

代
表
取
締
役
社
長

鹿
島
　
亨

様

株
式
会
社
ミ
キ
モ
ト

代
表
取
締
役
社
長

田
中
　
敏
郎

様

千
葉
総
合
リ
ー
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

柳
谷
　
道
雄

様

明
邦
印
刷
株
式
会
社

代
表
取
締
役

服
部
　
星
之
助
様

（
八
〇
、
〇
〇
〇
円
）

株
式
会
社
共
栄

代
表
取
締
役

山
田
　
長
政

様

（
五
〇
、
〇
〇
〇
円
）

小
布
施
税
理
士
事
務
所

小
布
施
　
金
助
様

有
限
会
社
山
根
事
務
所

代
表
取
締
役

山
根
　
松
夫

様

株
式
会
社
ス
タ
ッ
フ

代
表
取
締
役

上
杉
　
健
司

様

株
式
会
社
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
リ
ー
グ

代
表
取
締
役

中
村
　
実

様

株
式
会
社
イ
ッ
セ
イ
ド
企
画
印
刷

代
表
取
締
役

小
野
寺
　
啓
祐
様

株
式
会
社
東
日
本
商
事

代
表
取
締
役

山
田
　
義
憲

様

株
式
会
社
青
井
黒
板
製
作
所
東
京
支
店

支
店
長

青
井
　
諄
治

様

株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ー
ツ

代
表
取
締
役
社
長

関
田
　
正
幸

様

ヴ
ァ
イ
ズ
メ
デ
ィ
カ
ル
株
式
会
社

代
表
取
締
役

加
藤
　
實

様

（
三
〇
、
〇
〇
〇
円
）

有
限
会
社
大
陽
防
災
商
会

代
表
取
締
役

小
野
寺
　
兼
利
様

メ
ト
ロ
製
菓
株
式
会
社

代
表
取
締
役

大
浦
　
賢
三

様

望
月
オ
ル
ガ
ン

代
表

望
月
　
広
幸

様

ミ
ツ
ワ
電
気
照
明
株
式
会
社

代
表
取
締
役

高
橋
　
誠

様

株
式
会
社
丸
長
青
果

代
表
取
締
役
社
長

長
谷
川
　
満

様

能
美
防
災
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

田
上
　
征

様

株
式
会
社
京
樽

外
商
部

佐
々
木
　
孝
志
様

株
式
会
社
東
亜
広
告
社

株
式
会
社
三
省
堂
書
店

代
表
取
締
役
社
長

八
幡
　
統
厚

様

株
式
会
社
山
梨
中
央
銀
行
め
じ
ろ
台
支
店

支
店
長

佐
藤
　
精
一

様

株
式
会
社
ヒ
ラ
ク

代
表
取
締
役

大
河
原
　
頼
忠
様

（
二
〇
、
〇
〇
〇
円
）

明
治
牛
乳
椚
田
販
売
所

代
表

田
倉
　
節
子

様

株
式
会
社
エ
サ
ッ
プ

代
表
取
締
役

引
地
　
正

様

株
式
会
社
フ
ジ
マ
ッ
ク

代
表
取
締
役
社
長

熊
谷
　
俊
範

様

（
一
〇
、
〇
〇
〇
円
）

三
和
興
業
有
限
会
社

代
表
取
締
役

久
保
田
　
芳
男
様

株
式
会
社
三
宅
商
店

代
表
取
締
役

三
宅
　
正
義

様

昭
和
紙
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

大
辻
　
宏

様

中
央
法
規
出
版
株
式
会
社

取
締
役
社
長

荘
村
　
多
加
志
様

有
限
会
社
八
百
廣
商
店

代
表
取
締
役

岡
田
　
廣
司

様

株
式
会
社
日
教
販

代
表
取
締
役
社
長

森
内
　
日
出
美
様

株
式
会
社
教
材
研
究
所

代
表
取
締
役
社
長

松
岡
　
聖

様

中
央
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

福
田
　
重
信

様

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ

社
長

五
十
嵐
多
雅
子
様

三
友
教
材
株
式
会
社

代
表
取
締
役

高
橋
　
利
典

様

東
圧
ガ
ス
機
材
株
式
会
社

代
表
取
締
役

津
田
　
篤
文

様

株
式
会
社
日
本
私
学
通
信
社

代
表
取
締
役
社
長

稲
葉
　
秀
雄

様

株
式
会
社
京
扇
堂

取
締
役
社
長

齊
木
　
俊
作

様

株
式
会
社
パ
ー
プ
ル

社
長

杉
山
　
八
壽
子
様

星
野
総
合
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役

星
野
　
晃
一
郎
様

株
式
会
社
千
葉
テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役

千
葉
　
武
夫

様

有
限
会
社
ヤ
マ
ダ
工
芸

代
表
取
締
役

山
田
　
勝

様

株
式
会
社
大
阪
屋

代
表
取
締
役
社
長

t
井
　
恭
司

様

株
式
会
社
シ
ッ
プ
ス

代
表
取
締
役

二
瓶
　
幸
夫

様

○
後
援
会
団
体

（
一
〇
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

聖
徳
大
学
附
属
中
学
校
・
高
等
学
校
後
援
会

様

（
七
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

聖
徳
大
学
附
属
聖
徳
中
学
校
・
高
等
学
校
後
援
会

様

（
二
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

聖
徳
学
園
三
田
幼
稚
園
父
母
の
会

様

聖
徳
学
園
八
王
子
中
央
幼
稚
園
父
母
の
会

様

聖
徳
学
園
多
摩
中
央
幼
稚
園
父
母
の
会

様

（
二
〇
、
〇
〇
〇
円
）

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園
父
母
の
会

様

○
聖
徳
会
関
係

（
二
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

室
永
　
多
計
志

様

○
大
学
後
援
会
関
係

（
六
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

中
村
　
久
士

様

（
五
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

佐
々
木
　
厚
子

様

（
二
二
八
、
〇
〇
二
円
）

湯
浅
　
勝

様

（
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

菊
地
　
剛

様

宮
地
　
直
丸

様

吉
田
　
和
人

様

横
山
　
訓
芳

様

坂
本
　
孝
夫

様

鷲
北
　
嘉
高

様

（
六
〇
、
〇
〇
〇
円
）

一
ノ
瀬
　
英
世

様

（
五
〇
、
〇
〇
〇
円
）

清
野
　
信

様

中
山
　
崇
夫

様

荷
口
　
優

様

石
川
　
登
志
雄

様

小
熊
　
正
光

様

佐
藤
　
恒

様

（
三
一
、
〇
〇
〇
円
）

木
村
　
浩
二

様

（
三
〇
、
〇
〇
〇
円
）

曽
根
田
　
隆
光

様

三
浦
　
行
雄

様

草
野
　
好
夫

様

稲
田
　
昌
治

様

堀
　
清
喜

様

徳
田
　
俊
美

様

恩
田
　
実
幸

様

西
　
和
史

様

黒
野
　
政
光

様

岩
崎
　
高
明

様

山
道
　
栄
三

様

（
二
〇
、
〇
〇
〇
円
）

峯
野
　
正
明

様

堀
越
　
正
道

様

中
村
　
利
雄

様

内
藤
　
潔

様

高
野
　
作
摩

様

大
澤
　
亮
三

様

鈴
木
　
匡

様

小
河
原
　
永
次

様

竹
中
　
泰
弘

様

巴
　
伸
一

様

齊
藤
　
正
博

様

西
田
　
国
男

様

小
坂
　
高
司

様

石
川
　
稔

様

鈴
木
　
和
久

様

（
一
〇
、
〇
〇
〇
円
）

栗
原
　
正
幸

様

戸
u

敏
行

様

植
田
　
俊
和

様

深
澤
　
正
晃

様

本
間
　
精
治

様

逸
見
　
和
幸

様

目
黒
　
真
司

様

木
村
　
保
久

様

広
瀬
　
敏
光

様

渋
谷
　
文
夫

様

渡
邊
　
洋

様

山
田
　
悦
朗

様

松
澤
　
運
夫

様

長
谷
川
　
晴
行

様

目
次
　
壌

様

島
田
　
健
二

様

西
山
　
勉

様

中
野
　
正
紹

様

金
高
　
信
一

様

上
杉
　
実

様

松
坂
　
明

様

保
谷
　
吉
晴

様

風
間
　
丈
幸

様

渡
邉
　
一
夫

様

岩
井
　
正
親

様

長
谷
川
　
広
夫

様

齋
藤
　
学

様

菊
田
　
和
男

様

齊
藤
　
清

様

堀
江
　
泰
男

様

寺
内
　
操

様

小
坂
　
彰
彦

様

安
藤
　
惣
吉

様

齋
木
　
哲

様

熊
谷
　
幸
重

様

佐
々
木
　
祐
一

様

大
原
　
豊
實

様

日
下
　
守
夫

様

関

夫

様

丸
山
　
和
宏

様

今
井
　
武
秀

様

星
野
　
由
直

様

北
爪
　
孝
博

様

齊
藤
　
吉
照

様

大
脇
　
伸
孔

様

嶋
u

輝
雄

様

横
尾
　
守

様

野
澤
　
秀
之

様

米
澤
　
秀
一

様

t
橋
　
一
也

様

田
中
　
哲

様

宗
上
　
光
声

様

中
島
　
繁

様

山
口
　
清
信

様

田
中
　
道
治

様

小
山
　
一
則

様

渡
辺
　
正
之

様

篠
藤
　
静
男

様

木
下
　
浩
明

様

笹
倉
　
守

様

川
北
　
た
け
子

様

比
嘉
　
栄
吉

様

大
関
　
哲
郎

様

舟
橋
　
敏
夫

様

石
村
　
和
彦

様

鈴
木
　
公
雄

様

佐
藤
　
敏
夫

様

鈴
木
　
章

様

佐
藤
　
昌
平

様

山
地
　
昌
和

様

深
澤
　
隆
宣

様

河
村
　
誠

様

加
藤
　
政
博

様

植
木
　
民
夫

様

山
u

増
夫

様

井
上
　
正

様

杉
山
　
正
美

様

横
田
　
康
雄

様

櫻
井
　
正
義

様

青
柳
　
洋
二

様

今
井
　
敏
彦

様

川
村
　
三
興

様

相
川
　
久
美
子

様

t
橋
　
麗
子

様

嶋
村
　
武
男

様

島
u

博
一

様

新
田
　
和
雄

様

天
沼
　
芳
美

様

稲
本
　
和
也

様

小
原
　
恵
一

様

野
村
　
秀
行

様

野
口
　
義
光

様

石
澤
　
博
文

様

谷
川
　
耕
一

様

羽
生
　
和
弘

様

t
橋
　
久
雄

様

吉
原
　
史
典

様

吉
u

秀
雄

様

皆
川
　
養
悦

様

横
山
　
孝
一

様

稲
石
　
豊

様

杉
浦
　
博
之

様

柏
　
正
二

様

吉
岡
　
努

様

常
山
　
廣
一

様

田
野
島
　
政
文

様

柴
田
　
誠

様

齋
藤
　
富
夫

様

若
林
　
寿
美
雄

様

阿
部
　
朗

様

高
木
　
正
吉

様

佐
藤
　
俊
子

様

福
田
　
世
喜

様

中
村
　
正
明

様

山
本
　
耕
平

様

諸
井
　
淑
子

様

藤
本
　
弘
一

様

吉
原
　
二
男

様

狩
野
　
邦
彦

様

青
木
　
和
彦

様

石
井
　
正
俊

様

佐
々
木
　
正

様

石
村
　
孝

様

佐
伯
　
茂

様

野
地
　
正
一

様

照
沼
　
佳
尚

様

渋
谷
　
喜
代
治

様

青
木
　
和
男

様

蛭
間
　
貞
雄

様

坂
下
　
央

様

菊
池
　
み
ど
り

様

橋
本
　
幸
洋

様

佐
藤
　
貢

様

滝
口
　
真
一

様

安
座
間
　
永

様

小
林
　
充

様

白
井
　
真
文

様

鈴
木
　
宣
行

様

鯉
渕
　
勝

様

谷
　
和
夫

様

t
橋
　
淳

様

藤
田
　
昭
夫

様

齋
藤
　
護

様

澤
田
　
洋
一

様

山
u

猛

様

星
谷
　
明

様

戸
草
　
敬
子

様

湯
浅
　
達
也

様

伊
津
井
　
啓
一

様

龍
谷
　
章

様

今
井
　
節
子

様

青
山
　
寿
雄

様

杉
本
　
優

様

武
藤
　
省
三

様

五
味
　
雅
郁

様

山
本
　
芳
世

様

大
木
　
敏
行

様

野
沢
　
康
久

様

渡
邉
　
宏

様

角
井
　
浩

様

関
口
　
裕
明

様

t
橋
　
正
広

様

阿
佐
美
　
公
一

様

吉
田
　
秀
一
郎

様

豊
住
　
卓
也

様

佐
々
木
　
政
司

様

小
島
　
達
男

様

中
山
　
一
昭

様

斎
藤
　
覚

様

真
田
　
幸
一

様

新
井
　
秀
昭

様

岡
里
　
寛
士

様

小
野
寺
　
龍
一

様

永
瀬
　
達
八

様

下
坂
　
章
治

様

脇
田
　
雅
人

様

柴
田
　
麻
男

様

小
野
塚
　
春
男

様

渡
部
　
春
一

様

金
子
　
健

様

近
　
光
行

様

長
谷
川
　
茂

様

穴
澤
　
幸
一

様

鵜
澤
　
勤

様

田
村
　
直
之

様

藤
田
　
俊
光

様

金
子
　
慎
三

様

平
　
敏
美

様

菊
池
　
直
志

様

七
戸
　
佳
子

様

田
中
　
英
樹

様

芳
賀
　
公

様

河
名
　
洋
一

様

勝
又
　
彰

様

山
上
　
紳
悦

様

竹
内
　
庄
之
助

様

宮
崎
　
孝
栄

様

大
畑
　
成
弘

様

駒
井
　
弘
基

様

塙
　
敬
一

様

田
村
　
邦
夫

様

福
嶋
　
宏
美

様

橘
原
　
洋

様

江
原
　
勇

様

神
田
　
修
二

様

後
藤
　
和
久

様

高
田
　
耕
壽

様

熊
谷
　
馨

様

宮
u

一
郎

様

清
原
　
忠
夫

様

t
橋
　
進

様

小
澤
　
良
治

様

（
五
、
〇
〇
〇
円
）

金
高
　
進

様

（
三
、
〇
〇
〇
円
）

瀧
本
　
義
之

様

○
大
学
院
生

（
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

若
槻
　
晶
子

様

（
一
〇
、
〇
〇
〇
円
）

五
月
女
　
惠

様

千
葉
　
薫
江

様

○
通
教
生

（
五
〇
、
〇
〇
〇
円
）

小
出
　
恵
子

様

（
三
〇
、
〇
〇
〇
円
）

滝
田
　
美
和
子

様

（
二
〇
、
〇
〇
〇
円
）

土
井
　
敏
暉

様

（
一
〇
、
〇
〇
〇
円
）

小
泉
　
啓
子

様

村
上
　
昭
彦

様

細
井
　
詩
子

様

武
多
和
　
篤
子

様

佐
藤
　
き
み
子

様

池
田
　
正
子

様

齋
藤
　
千
代
美

様

恒
川
　
瑞
穂

様

根
本
　
と
も
江

様

（
二
、
〇
〇
〇
円
）

舘
野
　
隆

様

○
幼
児
教
育
専
門
学
校
保
護
者
関
係

（
二
〇
、
〇
〇
〇
円
）

河
波
　
徹

様

（
一
〇
、
〇
〇
〇
円
）

能
宗
　
章
雄

様

森
下
　
國
勝

様

田
邉
　
卓
司

様

源
口
　
捷
利

様

鬼
澤
　
操

様

藤
岡
　
広
吉

様

田
頭
　
喜
佐
美

様

斉
藤
　
良
美

様

田
中
　
寿
夫

様

金
澤
　
茂

様

田
中
　
力

様

t
嶋
　
仁

様

千
吉
良
　
仁
志

様

檜
佐
　
哲
夫

様

上
坂
　
文
男

様

為
成
　
眞
一

様

村
杉
　
敏
次

様

○
附
属
中
学
校
・
高
等
学
校
後
援
会
関
係

（
五
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

t
橋
　
俊
行

様

（
四
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

寺
師
　
裕
彦

様

（
三
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

株
式
会
社
新
東
京
開
発

代
表
取
締
役

吉
野
　
勝
秀

様

（
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

錦
見
　
英
一

様

（
五
〇
、
〇
〇
〇
円
）

小
金
井
　
兼
弘

様

町
田
　
法
博

様

（
三
〇
、
〇
〇
〇
円
）

吉
田
　
素
康

様

齋
藤
　
和
夫

様

柴
　
実
行

様

梅
田
　
通
夫

様

（
二
〇
、
〇
〇
〇
円
）

宮
内
　
和
夫

様

沼
田
　
春
男

様

増
田
　
美
信

様

（
一
〇
、
〇
〇
〇
円
）

山
u

正
夫

様

船
岡
　
誠

様

秋
葉
　
重
実

様

村
田
　
豊
史

様

名
取
　
芳
彦

様

関
根
　
弘

様

長
島
　
文
次

様

石
原
　
英
威

様

藤
原
　
勉

様

両
角
　
徹

様

鈴
木
　
由
加
里

様

藤
原
　
茂
伸

様

成
田
　
孝

様

児
玉
　
昭

様

清
水
　
孝
司

様

岡
村
　
淑
子

様

遠
藤
　
信
久

様

岸
野
　
利
行

様

横
山
　
勝
也

様

太
田
　
美
和
子

様

藤
川
　
隆

様

関
口
　
義
一

様

横
倉
　
安
雄

様

龍
u

弘
樹

様

内
田
　
寛

様

飯
塚
　
尚
美

様

遠
藤
　
俊
雄

様

磯
部
　
忠
彦

様

○
聖
徳
中
学
校
・
高
等
学
校
後
援
会
関
係

（
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

脇
田
　
弘
仁

様

池
田
　
雄
一

様

（
五
〇
、
〇
〇
〇
円
）

山
崎
　
文
枝

様

（
三
五
、
〇
〇
〇
円
）

今
橋
　
洋
一

様

（
三
二
、
四
七
三
円
）

星
野
　
強
美

様

（
三
〇
、
〇
〇
〇
円
）

渡
邉
　
利
生
雄

様

平
川
　
峻

様

中
村
　
正
弥

様

（
二
〇
、
〇
〇
〇
円
）

大
木
　
忠
明

様

佐
藤
　
謙
一

様

古
田
口
　
正
志

様

（
一
〇
、
〇
〇
〇
円
）

金
子
　
敏
夫

様

澤
田
　
克
美

様

飯
島
　
喜
八
郎

様

杉
山
　
一
生

様

村
田
　
康
次

様

及
川
　
晃

様

畑
　
均

様

櫻
井
　
和
美

様

稲
垣
　
紀
之

様

橘
　
誠

様

鈴
木
　
敏
夫

様

秋
田
　
信
市

様

小
原
　
博
勝

様

矢
口
　
昌
美

様

白
石
　
喜
男

様

阿
部
　
真
弓

様

大
木
　
克
夫

様

杉
浦
　
勇
司

様

平
山
　
彰

様

鴻
野
　
操

様

宗
清
　
裕
之

様

鈴
木
　
清

様

木
所
　
泰
之

様

橋
本
　
幸
雄

様

上
妻
　
義
徳

様

会
田
　
博
之

様

古
谷
　
勇
治

様

加
藤
　
俊
明

様

中
山
　
賢

様

浅
野
　
達
也

様

○
附
属
小
学
校
後
援
会
関
係

（
一
二
〇
、
〇
〇
〇
円
）

小
金
井
　
兼
弘

様

（
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

梅
津
　
茂

様

小
川
　
房
子

様

鈴
木
　
正
人

様

大
谷
　
文
男

様

杉
山
　
博
敏

様

廣
瀬
　
尚
弘

様

（
五
〇
、
〇
〇
〇
円
）

池
田
　
賢
司

様

柏
u

俊
宏

様

大
亀
　
浩
久

様

（
三
〇
、
〇
〇
〇
円
）

有
坂
　
博
文

様

鈴
木
　
啓
純

様

牧
野
　
浩
一

様

瀬
野
　
久
和

様

（
二
〇
、
〇
〇
〇
円
）

山
川
　
晴
重

様

渡
辺
　
元
三

様

森
　
明
弘

様

井
出
　
壱
也

様

タ
ヘ
リ

モ
ル
テ
ザ

様

長
瀬
　
馨

様

山
u

重
雄

様

伊
藤
　
和
明

様

（
一
〇
、
〇
〇
〇
円
）

遠
藤
　
久
子

様

櫻
　
富
夫

様

万
　
明
徳

様

甘
利
　
昌
彦

様

野
村
　
永
子

様

市
川
　
正
行

様

t
杉
　
一
馬

様

小
林
　
利
英

様

黒
澤
　
成
浩

様

吉
本
　
政
雄

様

吉
田
　
知
秀

様

光
吉
　
茂
樹

様

坂
本
　
光
広

様

大
河
原
　
浩
之

様

中
田
　
茂

様

中
村
　
和
久

様

○
三
田
幼
稚
園
父
母
の
会
関
係

（
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

泉
水
　
哲
也

様

（
五
〇
、
〇
〇
〇
円
）

林
　
明
憲

様

（
三
〇
、
〇
〇
〇
円
）

森
脇
　
章
彦

様

（
一
〇
、
〇
〇
〇
円
）

菊
田
　
秋
花

様

鈴
木
　
俊
宏

様

志
牟
田
　
徹

様

小
林
　
裕
二

様

松
本
　
泰
典

様

笹
原
　
陽
一

様

伊
佐
野
　
裕
一

様

新
井
　
章
邦

様

大
山
　
美
樹

様

（
五
、
〇
〇
〇
円
）

遠
藤
　
貴
史

様

（
一
、
〇
〇
〇
円
）

山
下
　
直
弘

様

○
八
王
子
中
央
幼
稚
園
父
母
の
会
関
係

（
二
〇
、
〇
〇
〇
円
）

阪
中
　
道
雄

様

（
一
〇
、
〇
〇
〇
円
）

山
田
　
隆
典

様

佐
藤
　
邦
男

様

秋
山
　
友
紀

様

松
土
　
勇
一

様

西
野
　
正
記

様

太
田
　
博
之

様

渡
邉
　
義
仁

様

池
田
　
淳

様

○
多
摩
中
央
幼
稚
園
父
母
の
会
関
係

（
一
〇
、
〇
〇
〇
円
）

村
井
　
創
司

様

○
附
属
幼
稚
園
父
母
の
会
関
係

（
一
三
〇
、
〇
〇
〇
円
）

中
村
　
淳

様

○
同
窓
会
団
体

（
八
、
九
九
〇
、
〇
〇
〇
円
）

聖
徳
大
学
香
和
会

様

○
香
和
会
関
係

（
三
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

長
江
　
曜
子

様

（
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

宮
地
　
直
丸

様

森
田
　
節
子

様

（
五
〇
、
〇
〇
〇
円
）

鈴
木
　
俊
子

様

粟
原
　
藤
男

様

（
三
〇
、
〇
〇
〇
円
）

谷
山
　
優
子

様

（
二
〇
、
〇
〇
〇
円
）

稲
垣
　
洋
子

様

（
一
〇
、
〇
〇
〇
円
）

折
原
　
千
寿

様

井
出
　
治
美

様

川
島
　
美
由
記

様

塚
本
　
睦
子

様

品
川
　
美
恵
子

様

菅
井
　
孝
子

様

野
口
　
松
雄

様

横
山
　
典
子

様

栗
山
　
祥
子

様

○
聖
和
会
関
係

（
二
〇
、
〇
〇
〇
円
）

大
手
　
ミ
ツ

様

三
浦
　
瑛
子

様

（
一
〇
、
〇
〇
〇
円
）

物
江
　
文
子

様

大
川
　
紅
美
子

様

安
田
　
芙
美
子

様

丸
山
　
静
子

様

吉
田
　
道
子

様

國
武
　
總
子

様

横
田
　
友
江

様

内
山
　
保
子

様

齋
藤
　
靖
子

様

安
中
　
榮
子

様

苫
米
地
　
靜
江

様

山
田
　
咲
貴
子

様

西
谷
　
寿

様

田
沼
　
正
一

様

（
五
、
〇
〇
〇
円
）

北
村
　
美
喜
子

様

（
三
、
〇
〇
〇
円
）

荒
尾
　
美
智
子

様

○
ひ
じ
り
会
関
係

（
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

水
野
　
千
代
子

様

高
橋
　
和
子

様

川
上
　
智
枝
子

様

高
橋
　
博
子

様

（
三
〇
、
〇
〇
〇
円
）

深
谷
　
き
よ
み

様

小
林
　
牧
江

様

渡
辺
　
登
美
子

様

（
二
〇
、
〇
〇
〇
円
）

吉
田
　
千
鶴

様

（
一
〇
、
〇
〇
〇
円
）

高
井
　
照
子

様

平
山
　
暁
子

様

小
俣
　
加
代
子

様

藤
井
　
と
き
江

様

田
中
　
し
ず
江

様

小
澤
　
良
子

様

谷
口
　
恒
子

様

飛
田
　
典
子

様

加
藤
　
恵

様

原
　
冨
美
子

様

山
田
　
照
子

様

宮
川
　
絹
枝

様

平
川
　
尚
子

様

福
田
　
ま
ち

様

子
安
　
真
理

様

稲
原
　
孝
子

様

山
中
　
陽
子

様

○
一
般
そ
の
他

（
一
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

一
山
　
武
男

様

一
山
　
和
夫

様

（
五
〇
、
〇
〇
〇
円
）

内
田
　
正
男

様

○
教
職
員
関
係

（
七
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

川
並
　
弘
昭

様

（
一
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

藤
井
　
繁

様

安
養
寺
　
重
夫

様

（
二
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

橘
　
靜
香

様

吉
田
　
眞
言

様

山
口
　
富
彌

様

猿
谷
　
カ
ヅ
子

様

（
一
五
〇
、
〇
〇
〇
円
）

牧
　
昌
見

様

（
一
二
三
、
〇
〇
〇
円
）

角
田
　
元
良

様

（
一
一
〇
、
〇
〇
〇
円
）

岡
堂
　
哲
雄

様

（
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

ク
リ
ス
ティ
ア
ン
ブ
ティ
エ

様

今
井
　
悦
子

様

山
川
　
智
恵
子

様

瑞
希
子

様

小
川
　
博
久

様

市
川
　
隆
一
郎

様

末
廣
　
敬
邦

様

四
十
九
院
静
子

様

川
並
　
孝
純

様

小
林
　
敬
治

様

坂
本
　
元
五
郎

様

中
村
　
七
重

様

深
瀬
　
巌

様

河
野
　
公
子

様

伊
藤
　
輝
子

様

海
老
原
　
伸
明

様

田
中
　
平
三

様

江
指
　
隆
年

様

手
呂
内
　
利
之

様

高
橋
　
博
子

様

花
沢
　
成
一

様

原
　
公
章

様

真
壁
　
哲
夫

様

山
口
　
博

様

天
野
　
正
治

様

岩
u

靜
也

様

高
橋
　
大
海

様

高
　
丈
二

様

白
u

け
い
子

様

重
嶋
　
博

様

佐
藤
　
亘
弘

様

白
鳥
　
元
雄

様

名
倉
　
省
三

様

島
田
　
薫

様

川
並
　
弘
純

様

次
良
丸
　
睦
子

様

（
七
〇
、
〇
〇
〇
円
）

東
　
敏
徳

様

（
六
〇
、
〇
〇
〇
円
）

藤
澤
　
理
恵
子

様

（
五
〇
、
〇
〇
〇
円
）

井
村
　
た
か
ね

様

緒
方
　
静
子

様

遠
藤
　
友
麗

様

佐
藤
　
ま
り
子

様

安
部

巳

様

佐
々
木
　
弘
子

様

山
本
　
ツ
タ
子

様

桂
　
き
み
よ

様

辻
　
英
子

様

鈴
木
　
俊
子

様

塚
本
　
美
知
子

様

（
三
〇
、
〇
〇
〇
円
）

伊
藤
　
芳
照

様

岩
石
　
吉
太
郎

様

四
十
九
院
　
仁
子
様

和
田
　
吉
正

様

宮
川
　
三
平

様

福
井
　
英
記

様

井
上
　
僖
久
和

様

伊
藤
　
裕
子

様

t
橋
　
光
男

様

飯
島
　
と
み
子

様

薮
中
　
征
代

様

田
村
　
豊

様

（
二
八
、
〇
〇
〇
円
）

坂
u

紀

様

（
二
四
、
〇
〇
〇
円
）

林
　
政
彦

様

（
二
〇
、
〇
〇
〇
円
）

鈴
木
　
み
ゆ
き

様

河
尻
　
靜
子

様

ピ
ー
タ
ー

ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト

様

秋
谷
　
四
郎

様

大
野
　
泰
男

様

岡
田
　
耕
一

様

瀬
戸
　
雅
子

様

小
島
　
邦
雄

様

海
老
江
　
康
二

様

菅
原
　
龍
幸

様

（
一
〇
、
〇
〇
〇
円
）

天
野
　
勤

様

茂
木
　
和
行

様

太
田
　
昌
秀

様

外
山
　
浩
爾

様

菊
地
　
貞
治

様

竹
下
　
健
一

様

佐
藤
　
道
雄

様

坂
本
　
公
子

様

村
田
　
カ
ズ

様

石
井
　
邦
男

様

徳
田
　
信
行

様

秋
野
　
安
弘

様

奥
村
　
貞
子

様

石
田
　
進
英

様

落
合
　
進

様

鬼
頭
　
千
春

様

大
友
　
信
一

様

藏
元
　
等

様

水
谷
　
由
紀
子

様

五
十
嵐
　
緑

様

阿
部
　
和
義

様

薮
西
　
正
道

様

佐
藤
　
富
江

様

室
田
　
洋
子

様

大
島
　
省
子

様

藤
井
　
亜
紀

様

小
栗
　
克
巳

様

宮
西
　
良
昌

様

青
山
　
み
ゆ
き

様

島
岡
　
丘

様

落
合
　
陽
子

様

林
　
浩
次

様

長
谷
川
　
真
美

様

新
井
　
静
子

様

中
村
　
絹
子

様

中
野
　
真
紀
子

様

鈴
木
　
順
子

様

田
中
　
ミ
イ
子

様

小
松
　
洋
子

様

（
五
、
〇
〇
〇
円
）

秋
山
　
修
子

様

（
七
、
七
三
七
、
〇
〇
〇
円
）

匿
名
希
望
者
合
計

累
計

四
五
三
五
件

一
、
八
一
六
、
二
七
六
、
八
八
四
円

（
注
）匿
名
を
希
望
さ
れ
る
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、
掲
載
を
控
え
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
七
年
九
月
〜
平
成
十
八
年
八
月

ご
寄
付
分
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

免
税
措
置
に
つ
い
て

平
成
十
八
年
度
税
制
改
正
に

伴
い
、
所
得
税
に
係
る
寄
付
金
控
除

に
つ
い
て
、
適
用
下
限
額
が
引
き
下

げ
ら
れ
ま
し
た
。
寄
付
金
が
五
千
円

を
超
え
る
場
合
は
、
そ
の
超
え
た
金

額
が
そ
の
年
の
総
所
得
金
額
等
か
ら

控
除
さ
れ
ま
す
。

受
配
者
指
定
寄
付
金
に
よ
っ

て
、
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業

団
を
通
じ
、
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま

す
と
、
法
人
税
法
上
、
そ
の
寄
付
金

の
全
額
を
損
金
へ
算
入
で
き
ま
す
。

法
人

個
人ご

希
望
を
さ
れ
る
場
合
は
、
募
金

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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学園広報誌聖徳フラッシュをお読みいただきありがとうございます。聖徳フラッシュは皆様の広報誌です。
つきましてはインターネットを利用して皆様の聖徳フラッシュに対するアンケートを取らせていただいております。
お手数ですがご協力のほどよろしくお願いいたします。
今後、ますます充実させていきたいと思いますので、是非皆様からのご意見・ご感想をお寄せください。

〈アンケートURL〉 http: //www.seitoku. jp/gakuen/flash/ index.html
〈ご意見・ご感想の宛て先〉

〒271-8555 千葉県松戸市岩瀬５５０ 東京聖徳学園 「聖徳フラッシュ」係まで
（インターネットからは http://www.seitoku. jp/gakuen/toiawase/ の「その他のご意見・お問い合わせ」まで）

読
者
の
欄

聖徳学園の宿泊施設のご案内聖徳関係者優待

［高速バス］

［自動車］

■京王バス（03-5376-2222）■富士急行バス（0555-72-5111）
新宿 →（京王バスまたは富士急行バス）→ 旭日丘バスターミナル→（バスまたは徒歩）

→シャトーテル山中湖 → 山中湖荘
八王子→（中央自動車道）→大月（河口湖方面へ）→ 富士吉田I.C. →

（山中湖方面へ）→ 山中湖荘

ア
ク
セ
ス

［電車］

［自動車］

上野 →（長野新幹線）→ 佐久平→（バス）→ 望月 乗換→（バス）→
春日温泉（佐久平駅からの送迎もいたします）

大泉JCT →（関越自動車道）→ 藤岡JCT →（上信越自動車道）→
佐久I.C. → 春日温泉

ア
ク
セ
ス

かすが荘の中庭の木々も色づき、
春日温泉周辺は一年で最も美しい季節を迎えます。

露天風呂から眺める紅葉は格別！
また周辺には紅葉のスポットとしても
人気の大河原峠もございます。

富士山を望む山中湖周辺は
これから紅葉シーズンを迎えます。

周辺には花の都公園、旭日丘湖畔緑地公園などの
紅葉が楽しめるスポットもございます。

富士を染める紅葉の中、自然散策はいかがでしょうか？

かすが荘 長野県佐久市春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日温泉 山中湖荘 山梨県南都留郡山中湖村平野５０６山中湖荘 山梨県南都留郡山中湖村平野５０６山中湖荘 山梨県南都留郡山中湖村平野５０６山中湖荘 山梨県南都留郡山中湖村平野５０６山中湖荘 山梨県南都留郡山中湖村平野５０６山中湖荘 山梨県南都留郡山中湖村平野５０６山中湖荘 山梨県南都留郡山中湖村平野５０６山中湖荘 山梨県南都留郡山中湖村平野５０６山中湖荘 山梨県南都留郡山中湖村平野５０６山中湖荘 山梨県南都留郡山中湖村平野５０６山中湖荘 山梨県南都留郡山中湖村平野５０６山中湖荘 山梨県南都留郡山中湖村平野５０６山中湖荘 山梨県南都留郡山中湖村平野５０６山中湖荘 山梨県南都留郡山中湖村平野５０６山中湖荘 山梨県南都留郡山中湖村平野５０６山中湖荘 山梨県南都留郡山中湖村平野５０６山中湖荘 山梨県南都留郡山中湖村平野５０６山中湖荘 山梨県南都留郡山中湖村平野５０６山中湖荘 山梨県南都留郡山中湖村平野５０６山中湖荘 山梨県南都留郡山中湖村平野５０６山中湖荘 山梨県南都留郡山中湖村平野５０６山中湖荘 山梨県南都留郡山中湖村平野５０６山中湖荘 山梨県南都留郡山中湖村平野５０６山中湖荘 山梨県南都留郡山中湖村平野５０６山中湖荘 山梨県南都留郡山中湖村平野５０６

本学園のホームページより各施設の詳細がご覧いただけます

http://www.seitoku.jp/gakuen/house/

入試日 願書受付期間 入試区分 研究科 課程 

一般入試Ａ 
社会人特別Ａ 
私費留学生特別Ａ 

１１月１９日（日） ～ １１月１４日（火） １０月３０日（月） 

内部推薦A 
一般入試Ａ 
社会人入試Ａ 

１１月１９日（日） ～ １１月０９日（木） １０月３０日（月） 

内部推薦B 
一般入試B 
社会人入試B

２月２５日（日） ～ ２月１５日（木） ２月０５日（月） 

内部推薦B 
一般入試B 
社会人特別B 
私費留学生特別B

２月２５日（日） ～ ２月２０日（火） ２月０５日（月） 

内部推薦B 
一般入試B 
社会人特別B 
私費留学生特別B

２月２５日（日） ～ ２月２０日（火） ２月０５日（月） 

前
期 

一般入試Ａ 
社会人特別Ａ 
私費留学生特別Ａ 

１１月１８日（土） 
１９日（日） 

一般入試Ａ 
社会人入試Ａ ～ １１月０９日（木） １０月３０日（月） 

１１月１８日（土） 
１９日（日） ～ １１月１４日（火） １０月３０日（月） 

内部推薦B 
一般入試B 
社会人入試B

２月２４日（土） 
２５日（日） ～ ２月１５日（木） ２月０５日（月） 

内部推薦B 
一般入試B 
社会人特別B 
私費留学生特別B

２月２４日（土） 
２５日（日） ～ ２月２０日（火） ２月０５日（月） 

前
期 

前
期 

児
童
学 

音
楽
文
化 

後
期 

内部推薦B 
一般入試B 
社会人入試B

２月２５日（日） ～ ２月１５日（木） ２月０５日（月） 

後
期 

後
期 

　
　
人
間
栄
養
学 

　
　

言
語
文
化 

臨
床
心
理
学 

１２月０１日（金）第一志望選考 ～１１月２９日（水）１１月１４日（火）

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

１２月０１日（金） 第一志望選考 ～ １１月２９日（水） １１月１４日（火） 

～ ２月０３日（土） １月０６日（土） 

１月２０日（土）（午前） 選抜入学試験A日程 
１月２０日（土）（午後） 選抜入学試験A日程 
１月２１日（日）（午前） 選抜入学試験B日程 
２月０４日（日） 選抜入学試験C日程 

～ １月２５日（木） １月０６日（土） １月２７日（土） 特待入試 

１月１６日（火） 前期選抜A推薦 
～ １月１２日（金） １月０９日（火） 

～ １月２６日（金） １月２０日（土） 

１月１６日（火） 
１月１６日（火）または１月１７日（水） 

前期選抜A推薦 
前期選抜B推薦 

～ １月１８日（木） １月０６日（土） 中
学 

高
校 

普通科 

音楽科 
１月２９日（月） 後期選抜 普通科 

１月２９日（月）・３０日（火） 後期選抜 音楽科 

推薦入試 １２月０３日（日） ～ １２月０２日（土） １１月２５日（土） 
一般入試（第１回） １月０６日（土） ～ １月０５日（金） １２月１６日（土） 
一般入試（第２回） １月０７日（日） 
一般入試（第３回） ２月１２日（月） ～ ２月１０日（土） ２月０３日（土） 
特待入試 １月１４日（日） ～ １月１２日（金） １２月１６日（土） 
推薦入試 １月１０日（水） １２月１８日（月）・１９日（火） 

１月１１日（木）・１２日（金） 一般入試 １月１９日（金） 

中
学 

高
校 

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

平成19年度　入 試 日 程

::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

■聖徳大学大学院通学課程［共学／昼・夜開講］ ■聖徳大学附属中学校（女子）・聖徳大学附属高等学校（女子）

■聖徳大学附属聖徳中学校（女子）・聖徳高等学校（女子）

内部入試 １０月０５日（木） ～ １０月０３日（火） ９月２６日（火） 
一般入試第Ⅰ期 １１月０１日（水） 
一般入試第Ⅱ期 １２月０９日（土） 

～ １０月３０日（月） １０月１６日（月） 
～ １２月０７日（木） １１月２６日（日） 

入試日 願書受付期間 入試区分 

■聖徳大学附属小学校（共学）

三田幼 １１月６日（月） 
１１月４日（土） 
１１月２日（木） 

面接 
八王子幼 面接 
多摩幼 面接 

１１月１日（水）～１１月３日（金・祝） 
１１月１日（水）～１１月２日（木） 

１１月１日（水） 

選考日 選考 園　名 願書受付 

■三田幼稚園・八王子中央幼稚園・多摩中央幼稚園

附幼 １１月２日（木） 
１１月２日（木） 
１１月１日（水） 

入園テスト 
附二幼 入園テスト 
附三幼 入園テスト 

１１月１日（水） 
１１月１日（水） 
１１月１日（水） 

１１月２日（木） 浦安幼 入園テスト １０月３１日（火） 

選考日 選考 園　名 願書受付 

■附属幼稚園・附属第二幼稚園・附属第三幼稚園・附属浦安幼稚園

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

～ １０月２４日（火） １０月１６日（月） 
１０月１８日（水） 内部推薦入試 １０月１１日（水） 
１０月２８日（土） 特待生入試前期日程 

～ １０月２４日（火） １０月１６日（月） １０月２８日（土） 指定校推薦入試 

～ １０月２６日（木） １０月１６日（月） １０月２９日（日） 地域特別推薦入試 
～ １０月２６日（木） １０月１６日（月） １０月２９日（日） 自己推薦入試A日程 

～ １２月０１日（金） １１月２０日（月） １２月０３日（日） 自己推薦入試B日程 

～ １０月２４日（火） １０月１６日（月） １０月２９日（日） 社会人特別入試A日程 
～ １０月２４日（火） １０月１６日（月） １０月２９日（日） 帰国子女特別入試A日程 
～ １０月２４日（火） １０月１６日（月） １０月２９日（日） 私費留学生特別入試A日程 

私費留学生特別入試B日程 

～ １０月２６日（木） １０月１６日（月） １０月２９日（日）～１０月３０日（月）※1公募推薦入試前期日程 

～ １月２６日（金） １月０９日（火） １月２９日（月）～１月３１日（水）※3一般入試A日程 

～ ２月１６日（金） ２月０５日（月） ２月２０日（火）～２１日（水）※1一般入試B日程 

～ １月１９日（金） １月０９日（火） ―　※2センター試験入試A日程 

～ ２月１６日（金） ２月０５日（月） ―　※2センター試験入試B日程 

～ ３月０９日（金） ２月２６日（月） ３月１３日（火）～１４日（水）※1一般入試C日程 
※１ 入試日自由選択制〔音楽文化学科は指定日：公募推薦（前期）１０／２９（日）　一般B日程２／２１（水）　一般C日程３／１３（火）〕 
※２ センター試験入試音楽文化学科試験日：A日程１／３０（火）　B日程２／２１（水）　C日程３／１３（火） 
※３ 一般A日程の入試日は、学科により指定日あり。 

～ ３月０９日（金） ２月２６日（月） ―　※2センター試験入試C日程 

～ １２月１５日（金） １２月０４日（月） １２月１７日（日） 公募推薦入試後期日程 
～ １２月１５日（金） １２月０４日（月） １２月１７日（日） 自己推薦入試C日程 

～ １月２４日（水） １月０９日（火） １月２８日（日） 特待生入試後期日程 

～ １月２６日（金） １月０９日（火） １月３０日（火） 社会人特別入試B日程 
～ １月２６日（金） １月０９日（火） １月３０日（火） 
～ １月２６日（金） １月０９日（火） １月３０日（火） 

帰国子女特別入試B日程 

～ １２月２０日（水） １２月０４日（月） １２月２５日（月） AO入試（後期） 

学
部
／
短
大 

■聖徳大学人文学部（女子）・聖徳大学短期大学部（女子）

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

内部推薦B 
一般入試B １０月２９日（日） ～ １０月２７日（金） １０月１６日（月） 

内部推薦C 
一般入試C １２月１７日（日） ～ １２月１５日（金） １２月０４日（月） 

内部推薦D 
一般入試D ２月２１日（水） ～ ２月１６日（金） ２月０５日（月） 

内部推薦B 
一般入試B 
学士入試B 
社会人特別入試B

１０月２９日（日） ～ １０月２７日（金） １０月１６日（月） 

内部推薦C 
一般入試C 
学士入試C 
社会人特別入試C

１２月１７日（日） ～ １２月１５日（金） １２月０４日（月） 

内部推薦D 
一般入試D 
学士入試D 
社会人特別入試D

２月２１日（水） ～ ２月１６日（金） ２月０５日（月） 

編
入
学 

専
攻
科 

１月２９日（月） 大学：全学科 短大：全学科

◎一般入試A日程　入試日別実施学科 

入試日 

１月２９日（月） 大学：全学科　　短大：全学科 

１月３０日（火） 大学：児童学科、現代ビジネス学科、外国語学科、 
　　  音楽文化学科　　短大：介護福祉学科 

１月３１日（水） 
大学：社会福祉学科、心理学科、生涯教育文化学科、 
　　 英米文化学科、日本文化学科、人間栄養学科 
短大：保育科、総合文化学科 

■聖徳大学人文学部編入学（女子）聖徳大学短期大学部専攻科（女子）

AO入試（後期） 

前期A日程 １０月１４日（土）～１０月１２日（木）１０月０２日（月）

１１／２５（土）～１／１５（月） １１／２７（月）～１／１８（木） １／２２（月）～１／２５（木） １／２０（土） １／２７（土） 

最終試験 願書受付期間 事前相談（予備面談） エントリー面接 エントリー受付 入試区分 

入試日 願書受付期間 入試区分 

前期A日程 １０月１４日（土） ～ １０月１２日（木） １０月０２日（月） 
前期B日程 １０月２８日（土） ～ １０月２６日（木） １０月１６日（月） 

前期A日程 １１月２３日（木） ～ １１月２１日（火） １１月０１日（水） 
前期B日程 １２月１７日（日） ～ １２月１４日（木） １１月２７日（月） 

前期C日程 １１月２３日（木） ～ １１月２１日（火） １１月０１日（水） 
前期D日程 １２月１７日（日） ～ １２月１４日（木） １１月２７日（月） 
後期A日程 １月２７日（土） ～ １月２５日（木） １月０９日（火） 
後期B日程 ２月１０日（土） ～ ２月０８日（木） １月２９日（月） 
後期C日程 ２月２４日（土） ～ ２月２２日（木） ２月１３日（火） 
後期D日程 ３月１７日（土） ～ ３月１５日（木） ２月２６日（月） 

後期A日程 １月２７日（土） ～ １月２５日（木） １月０９日（火） 
後期B日程 ２月１０日（土） ～ ２月０８日（木） １月２９日（月） 
後期C日程 ２月２４日（土） ～ ２月２２日（木） ２月１３日（火） 
後期D日程 ３月１７日（土） ～ ３月１５日（木） ２月２６日（月） 

推
薦
入
試
・
特
別
入
試 

一
般
入
試 

■聖徳大学幼児教育専門学校（女子）

秋を満喫！紅葉見物♪
大河原峠からの眺め 山中湖荘玄関

例年の春日温泉周辺の紅葉シーズン：
9月下旬～10月中旬

例年の山中湖周辺の紅葉シーズン：
10月中旬～11月上旬

今年は作曲家モーツァルトの生誕２５０年にあたります。
本学ではこれを記念して、モーツァルトの自筆譜「セレ
ナード」（K.１８５）をギャラリーで初めて公開します。展示
期間は１０月１０日から平成１９年２月２８日までです。さらに、
利根山光人ギャラリーでは、「著名音楽家の自筆書簡」展
として、ベルリオーズ、シューマン、リスト、ワーグナー、
ヴェルディ、グノー、フランク、ラロ、
ブラームス、サン＝サーンス、ドリーブ、
チャイコフスキー、ドヴォルザーク、
マスネ、グリーグ、リムスキー＝コル
サコフ、フォーレ、デュパルク、ダン
ディ、プッチーニなど、２０人の書簡を
展示する予定です。この機会に是非
ご覧ください。

特 別 展 覧 会

モーツァルト生誕２５０年記念

「

」
モーツァルトの
自筆譜（K.１８５）展

●同時開催 ●

―「著名音楽家の自筆書簡」展―

会期：平成１８年１０月１０日（火）～平成１９年２月２８日（水）
午前９時～午後５時（休館　毎日曜日・祝日と学事日程による休業日）

会場：聖徳大学８号館　クリスタルホール ギャラリー
利根川光人記念ギャラリー

●松戸駅より徒歩５分
※イトーヨーカドー内のエスカレーター等をご利用になる
事もできます。（５階出入口）

←西日暮里 
　（地下鉄千代田線） 

←上野 
　（JR常磐線） 

柏→ 

（新京成線） 

イトーヨーカドー 

松戸駅 

東口 

公　園 

聖徳大学 

団　地 

■聖徳大学へお越しの際は
電車をご利用下さい。

お車でのご来場はご遠慮下さい。

【お問い合わせ】
聖徳大学川並記念図書館
〒271-8555 松戸市岩瀬550番地

Tel.047-365-1111（大代）

秋を満喫！紅葉見物♪

例年の春日温泉周辺の紅葉シーズン：
9月下旬～10月中旬

例年の山中湖周辺の紅葉シーズン：
10月中旬～11月上旬

ご予約は現地フロントまでお願いいたします かすが荘 TEL:0267－52－2111 山中湖荘 TEL:0555－62－3111

モーツァルトの楽譜

チャイコフスキーの自筆書簡
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